
市民税・県民税１期　　　　　７月２日（月）納期限

国民健康保険税１期　　　　　７月２日（月）納期限

　　　　　納付は口座振替が便利です
収納対策課収納管理係　　 （２３）８６３９

市民税・県民税１期　　　　　７月２日（月）納期限

国民健康保険税１期　　　　　７月２日（月）納期限

　　　　　納付は口座振替が便利です
収納対策課収納管理係　　 （２３）８６３９

通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

■  今月の納付  ■■  今月の納付  ■ ●  主な内容  ●●  主な内容  ●

５月20日(日)、第８回全国青少年アウトドア綱引競技大会・ふれあいの丘多目的広場（福原）５月20日(日)、第８回全国青少年アウトドア綱引競技大会・ふれあいの丘多目的広場（福原）
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☆市民１人当たりの
　市税負担額　14万4,205円
☆１世帯当たりの
　市税負担額　39万9,489円

億円

●一般会計歳入

平成23年度下半期

大田原市の
　財政状況

●  一般会計の状況  ● ※平成24年３月31日現在　住民基本台帳
　人口 7万3,332人　2万6,471世帯

歳出 歳入

☆市民１人当たりの
　歳出金額　　39万5,384円
☆１世帯当たりの
　歳出金額　  109万5,324円

民
生
費

　　　

市
で
は
、毎
年
６
月
と
12
月
の
年
２
回
、

市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
や
、国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
の

使
い
み
ち
、財
産
の
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、平
成
23
年
度
下
半
期（
平
成
23

年
10
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
）の
執

行
状
況
で
す
。

　

な
お
、市
の
決
算
は
出
納
整
理
期
間（
４

月
１
日
〜
５
月
31
日
）後
に
作
成
し
ま
す
の

で
、今
回
の
財
政
状
況
の
数
値
と
決
算
の
数

値
は
異
な
り
ま
す
。

（
決
算
の
状
況
は
12
月
の
広
報
お
お
た
わ
ら

に
掲
載
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
財
政
係

　
　
　
（
２
３
）8
7
9
7

科　目
市　　　税
地方交付税
国庫支出金
市　　　債
県支出金

地方消費税交付金
使用料・手数料
そ　の　他
合　計
収入率

予算現額
101億5,630万円
 76億4,160万円
50億8,930万円
43億1,540万円
 32億1,455万円
　7億8,954万円
4億9,724万円
 46億8,885万円
363億9,278万円

収入済額
105億7,487万円
76億4,160万円 
27億   881万円
 26億8,760万円
 14億9,739万円
　7億8,954万円
　4億2,319万円
 44億5,690万円
307億7,990万円

84.6％

0

20

40

60

80

100
億円

科　目
民　生　費
土　木　費
総　務　費
教　育　費
公　債　費
衛　生　費
農林水産業費
商　工　費
そ　の　他
合　計
支出率

予算現額
88億8,778万円
50億9,757万円
50億5,368万円
45億5,245万円
40億4,058万円
24億   213万円
20億1,439万円
10億7,455万円
32億6,965万円
363億9,278万円

支出済額
81億7,996万円
34億1,136万円
35億6,727万円
33億4,160万円
38億9,501万円
22億6,364万円
9億4,719万円
10億1,875万円
23億6,953万円
289億9,431万円

79.7％

●一般会計歳出

土
木
費

総
務
費

教
育
費

公
債
費

衛
生
費

農
林
水
産

業
費

商
工
費

そ
の
他

市
税

国
庫
支
出

金 市
債

県
支
出
金

地
方
消
費

税
交
付
金

使
用
料

手
数
料

そ
の
他

地
方
交
付

税

予
算
現
額

支
出
済
額

予
算
現
額

収
入
済
額
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税　目
固 定 資 産 税
市 　 民 　 税
市 た ば こ 税
都 市 計 画 税
軽 自 動 車 税
入 　 湯 　 税
特別土地保有税

予算現額
51億3,157万円
40億2,198万円
4億7,360万円
3億4,310万円
1億6,335万円
2,270万円
0.1万円

収入済額
52億5,681万円
42億6,125万円
5億2,523万円
3億5,316万円
1億6,160万円
1,680万円

0

収入率
102.4％
105.9％
110.9％
102.9％
98.9％
74.0％
0.0％

会計名

国民健康保険
事 業 費

下水道事業

農 業 集 落
排 水 事 業

介 護 保 険

子育て支援券

後期高齢者
医 療

須賀川財産区

予算現額

81億1,666万円

24億4,202万円

1億9,170万円

50億9,641万円

2億3,710万円

5億   930万円

120万円

収入済額
支出済額

74億2,874万円
73億   588万円
18億4,748万円
19億4,620万円
1億8,387万円
1億6,018万円
48億1,475万円
44億6,494万円
1億2,297万円
7,829万円

5億1,459万円
4億9,018万円

129万円
48万円

収入率
支出率
91.5％
90.0％
75.7％
79.7％
95.9％
83.6％
94.5％
87.6％
51.9％
33.0％
101.0％
96.2％
107.5％
40.0％

※一時的な資金の不足については、一時借入金などに
　より対処しました。

土　　　地

建　　　物

基　　　金

5,602,903㎡

327,093㎡

62億1,726万円

特別会計の状況

財産の状況

水道事業の経営状況

市税の状況

●収入および支出の状況

《収益的収支》
事業運営を目的とした収支

《資本的収支》
設備整備を目的とした収支
●業務の状況

給水戸数
給水人口

収　入
支　出
収　入
支　出

13億7,748万円
13億1,112万円
4億4,772万円
8億4,954万円

（平成24年3月31日現在）
25,787戸
71,155人

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、内部
　留保資金で補てんしました。

●特別会計　119億 3,057万円
　・下水道事業　　　　104億6,667万円
　・農業集落排水事業　  14億6,390万円

市債の借入残高

災害復旧債

公営住宅債
消防債

商工債
衛生債

農業債

民生債

総務債

教育債教育債

土木債

臨時財政対策債・
減税補てん債など

市中銀行

ゆうちょ銀行・かんぽ生命保険栃木県

共済組合など

地方公共団体金融機構地方公共団体金融機構 信用金庫・
信用組合など

財務省

●一般会計　322億5,693万円　

目
的
別

借
入
先
別

126億602万円
（39.1％）

75億5,703万円
（23.5％）

109億9,598万円
（34.1％）

79億3,832万円
（24.6％）

31億7,492万円
（9.8％）

21億6,077万円
（6.7％）

12億2,132万円
（3.8％）

20億3,085万円
（6.3％）

47億3,477万円
（14.7％）
47億3,477万円
（14.7％）

63億3,353万円
（19.7％）
63億3,353万円
（19.7％）

21億689万円
（6.5％）
21億689万円
（6.5％）

10億6,256万円
（3.3％）

8億4,663万円
（2.6％）

8億777万円
（2.5％）

9,824万円（0.3％）

1億7,676万円（0.5％）
6億5,279万円（2.0％）

871万円（0.0％）

0 10 20 30 40 50 60

収入済額

予算現額

特別土地
保  有  税

入湯税

軽自動車税

都市計画税

市たばこ税

市民税

固定資産税

億円

※　市債の発行については、その返済について普通交
付税措置のある地方債を優先的に発行し、財源の確
保に努めています。特に、返済額の70％が普通交付税
として措置される合併特例債を積極的に活用してい
ます。
(合併特例債現在高108億4,287万円、  全体の33.6％)
　なお、市債は平成24年の４月～５月にも借り入れま
すので、最終的な年度末残高はこれより増加します。
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大
田
原
市
区
長
連
絡
協
議
会
は
、
市
と

区
長(

自
治
会
長)

相
互
の
連
絡
調
整
を
図

り
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
に
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
役
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

(

敬
称
略
、
（　

）
内
は
自
治
会
名)

●
会　

長

　

吉
川　

惠
造(

上
町)

●
副
会
長

　

江
連　

春
彦(

川
下
刈
切
平
林)

　

室
井　

祐
之(

南
金
丸)

　

佐
藤　

貞
夫(

須
佐
木
下)

●
理　

事

〈
大
田
原
地
区
〉

　

吉
川　

惠
造(

上
町)

　

江
連　

春
彦(

川
下
刈
切
平
林)

　

村
上　
　

命(

富
士
見
ハ
イ
ツ)

　

生
田
目
淳
一(

紫
塚
）

〈
金
田
地
区
〉

　

室
井　

祐
之(

南
金
丸)

　

小
山
田
勝
榮(

小
滝)

　

薄
井
健
次
郎(

明
宿)

〈
親
園
地
区
〉

　

渡
邉　

武
雄(

宇
田
川
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン)

〈
野
崎
地
区
〉

　

長
嶋　

一
郎(

下
石
上)

〈
佐
久
山
地
区
〉

　

中
山　

利
男(

福
原
）

　

石
﨑
　
晴
夫(

佐
久
山
南
部)

〈
湯
津
上
地
区
〉

　

木
村　

紀
男(

小
船
渡)

〈
黒
羽
地
区
〉

　

坂
本　
　

暸(

前
田
２
区
）

〈
川
西
地
区
〉

　

岡
本　

憲
一(

桧
木
沢
サ
イ
プ
レ
ス)

　

荒
井　
　

浩(

上
町
）

〈
両
郷
地
区
〉

　

益
子　
　

賢(

大
久
保)

〈
須
賀
川
地
区
〉

　

佐
藤　

貞
夫(

須
佐
木
下)

●
監　

事

　

槐　
　

一
博(

花
園)

　

若
目
田　

哲(

上
石
上)

●
会　

計

　

鈴
木　

作
三(

片
府
田)

■
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　
　

(
２
３)

８
７
０
１

●
職
種
・
募
集
人
員

①
一
般
事
務　

15
名
程
度

②
一
般
事
務(

身
体
障
が
い
者
対
象) 　
　

　
　
　
　
　
　

２
名
程
度

③
建
築
技
師　

１
名

④
土
木
技
師　

１
名

⑤
設
備
技
師　

１
名

⑥
保
健
師　
　

１
名

●
受
験
資
格

①
一
般
事
務

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等

　

学
校
卒
業
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
力

　

を
有
す
る
方(

平
成
25
年
３
月
31
日
ま

　

で
に
卒
業
見
込
の
方
を
含
み
ま
す
）

②
一
般
事
務(

身
体
障
が
い
者
対
象) 　
　

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

・
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等

　

学
校
卒
業
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
力

　

を
有
す
る
方(

平
成
25
年
３
月
31
日
ま

　

で
に
卒
業
見
込
の
方
を
含
み
ま
す)

・
自
力
で
通
勤
す
る
こ
と
が
で
き
、
介
助

　

者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

・
活
字
印
刷
文(

文
字
の
大
き
さ
は
10
ポ

　

イ
ン
ト
程
度)

に
よ
る
出
題
に
対
応
で

　

き
る
方

③
建
築
技
師

　

現
在
、
一
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る

　

お
お
む
ね
40
歳
前
後
ま
で
の
方　

④
土
木
技
師

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等

　

学
校
の
土
木
関
係
学
科
卒
業
ま
た
は
同

　

程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方(

平
成

　

25
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
の
方

　

を
含
み
ま
す) 　

⑤
設
備
技
師

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等

　

学
校
の
機
械
工
学
関
係
学
科
卒
業
ま
た

　

は
同
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方

　
（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

　

込
の
方
を
含
み
ま
す
）　
　
　

⑥
保
健
師　
　

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　

方
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方

　
（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見

　

込
の
方
を
含
み
ま
す
）

●
受
験
資
格
の
な
い
方　

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

・
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

　

行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の
執
行

　

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

　

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し

　

た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主

　

張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　

ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

●
試
験
の
期
日
・
場
所
・
内
容

○
一
次
試
験

・
日
時　

９
月
16
日
(日
）

　

午
前
９
時
10
分
〜
午
後
０
時
30
分

・
場
所　

栃
木
県
立
大
田
原
高
等
学
校

・
試
験
内
容　

教
養
試
験
、
適
応
性
検
査

○
二
次
試
験

・
日
時　

10
月
中
旬
予
定

・
試
験
内
容　

記
述
試
験
、
口
述
試
験

●
合
格
発
表
予
定

・
一
次
試
験　
　
　

10
月
中
旬

・
最
終
合
格
発
表　

10
月
下
旬

●
採
用
予
定

　

平
成
25
年
４
月
１
日

●
試
験
要
領
・
申
込
書
な
ど

　

総
務
課
人
事
係
、
湯
津
上
支
所
総
合
窓

　

口
課
、
黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課
の
３
カ

　

所
で
配
布
し
ま
す
。

※
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

　

に
「
試
験
要
領
等
請
求
」と
朱
書
き
し
、

　

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の

　

返
信
用
封
筒
(角
形
２
号
・
Ａ
４
サ
イ
ズ

　

用
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度

大
田
原
市
職
員
採
用
試
験

大
田
原
市
区
長
連
絡
協
議
会

役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
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※
試
験
要
領
、
申
込
書
な
ど
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
申
込
書

　

な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
様
式
を

　

印
刷
し
て
記
入
し
て
も
結
構
で
す
。

●
試
験
申
込
の
受
付
期
間　

　

７
月
２
日
(月
）〜
７
月
31
日
(火
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

(土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
７
月
31
日
(火
）ま
で

　

の
消
印
有
効
。

●
試
験
申
込
の
受
付
場
所

　

総
務
課
人
事
係

※
湯
津
上
支
所
、
黒
羽
支
所
で
は
受
け
付

　

け
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

２
階　

　

総
務
課
人
事
係

　
　

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　
　

大
田
原
市
本
町
1
‐
４
‐
１

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
２

●
職
種
・
人
員

　

消
防
吏
員　

10
名
程
度

●
受
験
資
格

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
高
等
学
校
卒

　

業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方
(平

　

成
25
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
）

　

で
、
採
用
時
に
大
田
原
地
区
広
域
消
防

　

組
合
管
内
に
居
住
で
き
る
方
。

※
大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
管
内
と
は
、

　

大
田
原
市
・
那
須
塩
原
市
(旧
西
那
須

　

野
町
・
旧
塩
原
町
）。

●
受
験
資
格
の
な
い
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

・
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

　

行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の
執
行

　

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降
に
お
い
て
、

　

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し

　

た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主

　

張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　

ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

●
試
験
の
期
日
・
場
所
・
内
容

○
第
１
次
試
験

・
日
時　

９
月
16
日
(日
）

　

午
前
９
時
10
分
〜
午
後
０
時
５
分

・
場
所　

栃
木
県
立
大
田
原
高
等
学
校

・
試
験
内
容　

教
養
試
験
、
消
防
適
性
検
査

○
第
２
次
試
験

・
日
時　

10
月
下
旬
予
定

・
試
験
内
容　

記
述
試
験
、
口
述
試
験
、

　

体
力
測
定

※
詳
細
は
第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

●
最
終
合
格
発
表

　

11
月
上
旬
予
定

●
採
用
予
定

　

平
成
25
年
４
月
１
日

●
給　

与

　

給
料
・
各
種
手
当
は
、
組
合
規
定
に
よ

　

り
決
定

●
試
験
の
関
係
書
類

・
試
験
案
内
お
よ
び
申
込
用
紙
は
、
大
田

　

原
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
、
西

　

那
須
野
分
署
、
黒
羽
分
署
、
塩
原
分
署
、

　

湯
津
上
分
署
で
配
布
。

・
大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。

・
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」と
朱
書

き
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記

の
返
信
用
封
筒
(長
形
３
号
）を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

●
試
験
申
込
方
法

　
「
採
用
試
験
申
込
書
」「
履
歴
書
」「
受
験

　

票
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を

　

貼
付
の
う
え
、
大
田
原
地
区
広
域
消
防

　

組
合
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
。

●
試
験
申
込
の
受
付
期
間

・
７
月
２
日
(月
）か
ら
31
日
(火
）ま
で
の

　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

　

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。
郵
送
の
場

　

合
は
７
月
31
日
(火
）ま
で
の
消
印
有
効
。

・
郵
便
の
場
合
は
、
書
留
郵
便
で
封
筒
の

　

表
に
「
採
用
試
験
申
込
」と
朱
書
き
し
、

　

80
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信

　

用
封
筒
を
必
ず
同
封
の
う
え
、
確
実
な

　

方
法
で
送
付
く
だ
さ
い
。

■
請
求
・
申
込
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　

総
務
課
庶
務
人
事
係

　
　

〒
３
２
４
‐
０
０
５
２

　
　

大
田
原
市
城
山
２
‐
１
６
‐
１

　
　
　
（
２
２
）３
０
０
４

　
　
　

http://w
w
w
.

　
　
　

fire119-ohtaw
ara.

　
　
　

jp/top.htm
l

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
う
機
器

の
調
整
の
た
め
、
自
動
交
付
機
を
次
の
と

お
り
休
止
し
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
仮
設
庁
舎
Ａ
棟
の
稼
働
時
間
を

次
の
と
お
り
延
長
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
自
動
交
付
機
休
止
日
時

　

7
月
7
日(

土)

〜
8
日(

日)

※
両
日
と
も
終
日
休
止

●
休
止
す
る
自
動
交
付
機

　

市
役
所
仮
設
庁
舎
Ａ
棟

　

湯
津
上
支
所

　

黒
羽
支
所

●
稼
働
延
長
日
時

・
７
月
２
日(

月)

〜
6
日(

金)

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時　

・
7
月
9
日(

月)

〜
13
日(

金)

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
仮
設
庁
舎
Ａ
棟
の
み　

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
５
２

自
動
交
付
機
が
休
止
し
ま
す

平
成
24
年
度
大
田
原
地
区
広
域

消
防
組
合
消
防
職
員
採
用
試
験

自動交付機
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パ
ス
ポ
ー
ト(

旅
券)

の
申
請
お
よ
び
受

領
の
手
続
き
は
市
民
課
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

で
行
っ
て
い
ま
す
。

●
申
請
・
受
領
の
窓
口

　

市
民
課
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

※
湯
津
上
支
所
、
黒
羽
支
所
、
両
郷
出
張

　

所
、
須
賀
川
出
張
所
で
は
取
り
扱
っ
て

　

い
ま
せ
ん
が
、
申
請
書
は
置
い
て
あ
り

　

ま
す
。

●
申
請
・
受
領
の
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

(

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く)

●
大
田
原
市
で
申
請
で
き
る
方

・
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

・
本
市
に
住
民
登
録
は
な
い
が
、
学
生
や

　

単
身
赴
任
な
ど
で
本
市
に
居
住
し
て
い

　

て
、
そ
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
方(

居

　

所
申
請)

※
県
内
の
他
市
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

　

は
、
本
市
で
居
所
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
領
に
つ
い
て

・
パ
ス
ポ
ー
ト(

旅
券)

の
受
領
は
「
本
人

　

の
み
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

・
日
曜
日
に
受
領
し
た
い
方
は
、
栃
木
県

　

旅
券
セ
ン
タ
ー(

県
庁
本
館
15
階)

で
受

　

領
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の

　

方
は
、
申
請
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
そ
の
後
の
受
領
窓
口
の
変
更

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他

・
那
須
庁
舎
内
の
県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
な

　

ど
、
県
内
に
あ
っ
た
県
の
パ
ス
ポ
ー
ト

　

(

旅
券)

の
申
請
お
よ
び
受
領
の
窓
口
は
、

　

閉
所
し
ま
し
た
。

・
栃
木
県
旅
券
セ
ン
タ
ー
は
、
日
曜
日
交

　

付
希
望
者
の
受
領
窓
口
の
み
行
い
、
申

　

請
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト(

旅
券)

の
申
請
な
ど
に
つ 

　

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　

(
２
３
）８
７
５
２

　

５
月
６
日
に
発
生
し
た
竜
巻
に
よ
り
、

真
岡
市
、
益
子
町
、
茂
木
町
お
よ
び
茨
城

県
常
陸
大
宮
市
に
か
け
て
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

　

竜
巻
・
雷
・
豪
雨
は
発
達
し
た
積
乱
雲

(

入
道
雲
）
に
伴
っ
て
発
生
し
ま
す
。
積
乱

雲
が
近
づ
い
て
き
た
ら
避
難
す
る
こ
と
を

心
掛
け
安
全
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

□　

真
っ
黒
い
雲
が
近
づ
き
、

　
　

急
に
暗
く
な
る
。

□　

雷
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、

　
　

雷
光
が
見
え
る
。

□　

ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
冷
た
い
風
が
吹
き
出
す
。

□　

大
粒
の
雨
や
「
ひ
ょ
う
」
が
降
り
出
す
。

○
頑
丈
な
建
物
の
中
へ
避
難

・
屋
根
瓦
な
ど
の
飛
来
物
に

　

注
意
す
る

・
避
難
で
き
な
い
場
合
は
、
物
陰
や
く
ぼ

　

み
に
身
を
ふ
せ
る

　
　

車
庫
・
物
置
・
プ
レ
ハ
ブ
な
ど
へ
の

　
　
避
難
は
危
険
で
す
！

○
屋
内
で
も
窓
や
壁
か
ら
離
れ
る

・
家
の
中
心
部
に
近
い
、
窓
の
な
い
部
屋

　

に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
窓
、
雨
戸
を
閉
め
、
カ
ー
テ
ン
を
引
き

　

ま
し
ょ
う
。

・
頑
丈
な
机
の
下
に
入
り
、
頭
と
首
を
守

　

り
ま
し
ょ
う
。

○
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
ら
す
ぐ

　

避
難

・
雷
鳴
が
遠
く
て
も
、
雷
雲
は
す
ぐ
に
近

　

づ
い
て
き
ま
す
。

・
屋
外
に
い
る
人
は
安
全
な
場
所
に
避
難

　

し
ま
し
ょ
う
。

○
建
物
の
中
や
自
動
車
へ
避
難

・
建
物
や
屋
根
付
き
の
乗
物
へ
避
難
し
ま

　

し
ょ
う
。

　
　

雨
宿
り
で
木
の
下
へ
の
避
難
は
危
険

　
　
で
す
！

○
木
や
電
柱
か
ら
４
ｍ
以
上
離
れ
る

・
側
撃
雷
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
木
や
電

　

柱
か
ら
４
ｍ
以
上
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
近
く
に
避
難
す
る
場
所
が
無
い
場
合
は
、

　

姿
勢
を
低
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
雨
が
降
り
始
め
た
り
、
空

　

や
川
に
異
変
を
感
じ
た
ら

　

す
ぐ
に
水
辺
か
ら
離
れ
る

・
上
流
に
降
っ
た
雨
で
、
急
に
増
水
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
サ
イ
レ
ン
の
音
は
ダ
ム
放
流
の
合
図
で

　

す
。(

黒
羽
地
区
除
く
）

　
　

水
か
さ
が
増
え
、
濁
っ
た
り
、
枝
な

　
　
ど
が
流
れ
て
く
る
時
は
危
険
で
す
！

○
浸
水
し
た
場
所
に
注
意

　
　

大
雨
の
時
は
地
下
室
や
地
下
街
は
水

　
　
が
流
れ
込
み
危
険
で
す
！

・
浸
水
し
た
道
路
で
は
、
側
溝
が
見
え
ず

　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
外
れ
て
い
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
の
で
危
険
で
す
。

・
地
下
を
通
る
道
路
な
ど
低
い
場
所
で
は

　

通
行
に
注
意
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

危
機
管
理
課
防
災
係

　
　
　

(

２
３
）
１
１
１
５

パ
ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）の

申
請
・
受
領

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ　

↓　

く
ら
し

↓　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領

竜
巻
・
雷
・
豪
雨
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

・被害範囲　長さ　   31㎞
　　　　　　幅　　0.65㎞
・被害状況　
　人的被害　12名
　住家被害　全壊13棟
　　　　　　半壊19棟
　　　　　　一部損壊430棟

宇都宮地方気象台の
　調査による被害概況
(平成24年５月11日発表)

竜
巻
か
ら
身
を
守
る
に
は

豪
雨
か
ら
身
を
守
る
に
は

雷
か
ら
身
を
守
る
に
は

積
乱
雲
の
近
づ
く
兆
し

防
災
意
識
を

高
め
よ
う
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【乗り入れ開始日】７月３日 ( 火 )
【那須赤十字病院に乗り入れる路線】
①大田原市内循環線
　大田原市役所 -旧日赤前 - 那須赤十字病院 -保健センター前 -東武百貨店前 - 西那須野駅
②那須塩原駅線
　国際医療福祉大学-保健センター前-室井病院前-大田原市役所-旧日赤前-那須赤十字病院-那須塩原駅
③金田方面循環線
　大田原市役所 -栃銀大田原支店前 -那須赤十字病院 -市野沢・小滝・乙連沢・羽田・練貫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-那須赤十字病院 -栃銀大田原支店前 -大田原市役所
※バス時刻表について
　生活環境課、各支所、定期券販売所、市営バス車内で配布、また市ホームページに掲載しています。
【東野バス新規路線について】
　上記３路線のほか、東野交通が那須赤十字病院 -大高前 - 西那須野駅間の路線を運行予定。
　※平日９往復。片道上限 200 円
　東野バス路線についての詳細は、東野交通黒磯営業所（　  0287‐62‐0858　営業時間：午前９時～
　午後５時)までお問い合わせください。

那須赤十字病院に市営バス３路線が乗り入れます那須赤十字病院に市営バス３路線が乗り入れます ■問い合わせ　　１階　
　生活環境課交通対策係
　　　(２３)８８３２

旧日赤前

室井病院前

栃銀大田原支店前

那須赤十字病院

保健センター前

市役所

東武百貨店前

西那須野駅

市内循環線（市役所－西那須野駅）
那須塩原駅線（那須塩原駅－福祉大）
金田線（市役所－金田方面－市役所） ※主なバス停のみ表示しています

　　

新
病
院(

那
須
赤
十
字
病
院)

の
開
院
に

伴
い
、
患
者
搬
送
を
行
い
ま
す
。
旧
病
院

(

大
田
原
赤
十
字
病
院)

か
ら
新
病
院
ま
で

救
急
車
、
自
衛
隊
車
両
な
ど
で
移
送
を
実

施
し
ま
す
の
で
周
辺
道
路
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日　

時　

７
月
１
日(

日)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
頃

●
搬
送
車
両　

救
急
車
、
自
衛
隊
車
両
、 

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど

●
搬
送
ル
ー
ト　

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
赤
十
字
病
院

　
　
　

(

２
３)

１
１
２
２

那須赤十字病院に乗り入れる
大田原市営バス路線図

那
須
赤
十
字
病
院
開
院
に
伴
う

患
者
搬
送
の
お
知
ら
せ
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自
由
乗
降
区
間
内
の
バ
ス
運
行
経
路
上

で
は
、
バ
ス
停
以
外
の
場
所
で
の
バ
ス
の

ご
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
開
始
日　

７
月
３
日(
火)

●
対
象
と
な
る
路
線

　

片
田
線
お
よ
び
寒
井
・
桧
木
沢
方
面
循

　

環
線
の
一
部

●
自
由
乗
降
で
き
る
区
間

【
片
田
線
】

　

田
町
十
字
路
か
ら
な
か
が
わ
水
遊
園
ま

　

で
の
区
間

【
寒
井
・
桧
木
沢
方
面
循
環
線
】

　

く
ら
し
の
館
交
差
点
か
ら
寒
井
北
部
境

　

乗
降
所
、
黒
羽
刑
務
所
、
桧
木
沢
集
落

　

セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
、
く
ら
し
の
館
交

　

差
点
ま
で
の
区
間

●
利
用
方
法

○
乗
車
時

　

乗
車
し
よ
う
と
す
る
場
所
の
前
後
の
バ

　

ス
停
の
時
刻
を
参
考
に
し
て
、
バ
ス
の

　

運
行
経
路
の
歩
道
な
ど
で
お
待
ち
く
だ

　

さ
い
。
バ
ス
が
来
た
ら
乗
車
の
意
思
を

　

運
転
手
に
伝
え
る
た
め
手
を
挙
げ
て
、

　

バ
ス
に
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

○
降
車
時

　

バ
ス
の
乗
車
時
や
停
車
時
な
ど
、
運
転

　

に
支
障
が
な
い
時
に
、
降
り
た
い
場
所

　

を
運
転
手
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

　

自
由
乗
降
区
間
で
あ
っ
て
も
、
カ
ー
ブ
、

　

交
差
点
、
坂
道
な
ど
、
運
転
手
が
危
険

　

と
判
断
し
た
場
所
で
は
、
乗
降
は
で
き

　

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
交
通
対
策
係

　
　
　

(

２
３
）
８
８
３
２

　

本
市
の
夏
の
風
物
詩
「
佐
久
山
納
涼
花

火
大
会
」は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
る

ご
協
力
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
で
52
回
を
迎
え
る
こ
の
花
火

大
会
が
、
本
市
の
ま
つ
り
の
一
つ
と
し
て

さ
ら
に
大
き
な
大
会
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

「
市
民
花
火
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
花
火
に
ご
参
加
い
た
だ
く
と
、
大

会
当
日
、
お
名
前
と
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
て
発
表
し
ま
す
。

●
期　

日　

８
月
16
日
（
木
）

　

午
後
７
時
15
分
〜

※
雨
天
の
場
合
、
翌
17
日
（
金
）

●
場　

所　

佐
久
山
箒
川
岩
井
橋
下
河
川
敷

●
募
集
内
容　

結
婚
祝
、
誕
生
祝
、
新
築
祝
、

　

還
暦
祝
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
〈
ア
ナ
ウ
ン
ス
例
〉「
○
○
様
○
○
祝
提

　

供
で
打
ち
上
げ
ま
す
。」

●
参
加
費　

１
口
１
万
円

●
申
込
締
切　

７
月
10
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

佐
久
山
納
涼
花
火
大
会
実
行
委
員
長

　

向
井
秀
一

　
　
　
（
２
８
）０
０
１
５

　

大
田
原
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
５
４
）１
０
４
０

市
営
バ
ス
の
一
部
路
線
に
自
由

乗
降
区
間
を
設
け
ま
す

佐
久
山
納
涼
花
火
大
会

市
民
花
火
参
加
者
募
集

寒井北部境

黒羽刑務所前

桧木沢集落センター 那須製作所

くらしの館交差点

田町十字路

なかがわ水遊園

亀久公民館

片田十文字

大久保入口

永昌橋

片田線
自由乗降区間

寒井・桧木沢方面循環線
自由乗降区間
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川
西
小
学
校
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
「
子

ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
」
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
西
原
小
学
校
に
続
き
、
本
市

で
２
校
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

川
西
小
学
校
は
、
保
護
者
を
中
心
と
し

た
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
読
み
聞

か
せ
、
学
校
図
書
館
の
環
境
整
備
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
推
進
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

少
子
化
の
影
響
で
本
市
で
も
小
規
模
校

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

保
護
者
、
地
域
人
材
、
公
共
図
書
館
と
連

携
し
、
児
童
の
主
体
的
に
読
書
す
る
力
を

育
む
た
め
、
多
角
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
川
西
小
学
校
は
、
小
規
模
校
で
の

読
書
活
動
の
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
川
西
小
学
校

の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

　

川
西
小
学
校
で
は
、
平
成
12
年
か
ら
学

校
独
自
に
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
た
ん

ぽ
ぽ
」
を
結
成
し
、
読
み
聞
か
せ
活
動
だ

け
で
な
く
、
図
書
の
受
け
入
れ
、
学
校
図

書
館
の
環
境
整
備
、
推
薦
図
書
の
紹
介
な

ど
、
幅
広
く
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

昼
間
、
活
動
の
で
き
な
い
方
は
読
み
聞

か
せ
の
み
、
昼
間
の
時
間
帯
が
活
動
し
や

す
い
方
は
飾
り
付
け
や
本
の
修
理
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
取
り
組
み
や
す
い
形
で

進
め
て
い
る
こ
と
が
継
続
の
コ
ツ
の
よ
う

で
す
。
お
子
様
が
卒
業
さ
れ
た
方
も
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。

 　

校
舎
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
作
成
し
た
掲
示
が
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。
幼
稚
園
や
保
育
園
で
勤
務
す
る

方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
な
方
法
が
さ

ま
ざ
ま
な
形
の
掲
示

に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
の
紹
介
の
掲

示
、
読
書
を
促
す

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
数

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

川
西
小
学
校
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

卒
業
生
一
人
一
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

が
贈
ら
れ
ま
す
。
カ
ー
ド
に
は
担
任
の
先

生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
卒
業
生
一
人
一
人
に

合
っ
た
本
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
選
定
し
、
紹

介
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
車
田
さ
ん
は
今
回
の
受
賞
を
受

け
て
、「
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ

と
に
、
何
気
な
く
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

で
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら

も
、
少
し
で
も
で

き
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
ら
、
一

緒
に
無
理
な
く
継

続
し
て
い
き
た
い

で
す
。」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

川
西
小
学
校
で
は
司
書
教
諭
に
代
わ
り
、

学
校
図
書
館
担
当
の
教
員
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。
校
長
先

生
の
教
育
方
針
の
下
、
経
験
豊
富
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
意
見
を
学
校
図
書
館
運
営
に

十
分
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、

保
護
者
・
地
域
の
協
力
を
児
童
の
学
習
に

生
か
す
べ
く
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

市
立
図
書
館
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
る

の
で
す
。

　

児
童
の
主
な
読
書
活
動
推
進
の
取
り
組

み
と
し
て
、
図
書
委
員
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
が
あ
り
ま
す
。
図
書
委
員
が
下
級
生
の

ク
ラ
ス
な
ど
を
回
り
、
読
み
聞
か
せ
を
実

施
し
ま
す
。
小
学
生
が
読
み
聞
か
せ
を
す

る
こ
と
は
、
聞
く
こ
と
以
上
に
読
む
力
が

付
く
と
評
判
で
す
。

　

さ
ら
に
、
読
書
カ
ー
ド
を
工
夫
し
て
低
学

年
で
も
本
を
借
り
や
す
く
し
た
り
、
学
年
ご

と
に
読
書
ク
イ
ズ
を
し
て
興
味
を
も
た
せ
た

り
、
各
学
年
ご
と
の
必
読
書
を
設
定
し
た
り

と
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
の
読
書
を
推
進
す
る
読
書
だ
よ

り
発
行
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
も
保
護
者
の
協
力
を
得
ら
れ
る
コ
ツ

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
か
ら
大
田
原
市
教
育
委
員
会
で

は
、
各
学
校
の
読
書
活
動
・
学
校
図
書
館

が
よ
り
活
性
化
す
る
よ
う
、
学
校
図
書
館

活
性
化
推
進
員
（
図
書
に
関
す
る
資
格
を

有
す
る
方
々
）
を
市
内
3
校
の
拠
点
校
（
市

野
沢
小
、
薄
葉
小
、
黒
羽
小
）
に
配
置
し
、

拠
点
校
を
中
心
に
各
学
校
で
の
取
り
組
み

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
お
子
さ
ん

の
学
校
、
地
域
の
学
校
図
書
館
の
活
性
化

に
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
３

平
成
24
年
度「
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
」

川
西
小
学
校
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

平
成
24
年
度「
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
」

川
西
小
学
校
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

酒井校長先生と
ボランティアの皆さん

図
書
委
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
な
ど
、

特
色
あ
る
読
書
活
動

学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
た
ん
ぽ
ぽ
」の
活
躍
と
工
夫 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
手
で

明
る
い
学
校
図
書
館
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

卒
業
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

本
市
で
は
学
校
図
書
館
活
性
化

推
進
員
を
３
名
配
置

各
学
校
の
読
書
活
動
、
学
校
図
書
館
の

活
性
化
に
保
護
者
、
地
域
の
力
を

司
書
教
諭
に
代
わ
り
学
校
図
書
館

担
当
者
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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｢お
客
様
が
足
を
運
び
た
く
な
る
魅
力

あ
る
店
｣を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店

が
店
主
の
こ
だ
わ
り
や
お
奨
め
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
研
究
・
開
発
し
た
商
品

が
｢逸
品
｣で
す
。

　

逸
品
を
持
つ
こ
と
で
お
店
の
個
性
を
明

確
に
打
ち
出
し
、
１
年
間
を
通
し
て
そ
の

商
品
を
お
奨
め
し
、
個
人
商
店
が
絆
づ
く

り
や
元
気
に
な
る
運
動
が
大
田
原
に
誕
生

し
た
｢与
一
逸
品
物
語
｣で
す
。
１
回
限
り

の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
で
は
な
く
、
継
続
し

て
参
加
店
同
志
で
研
究
し
、
本
当
の
｢専

門
店
｣に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

一
店
逸
品
運
動
に
加
盟
す
る
個
人
商
店

の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
毎
月
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
逸
品
の
充
実
や
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
の
方
法
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
な
ど
、
意
見
交
換
し
、
さ
ら
に
魅
力

あ
る
専
門
店
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
１
年
間
か
け
て
研
究
し

て
き
た
、
｢与
一
逸
品
物
語
｣の
逸
品

カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

お
店
ご
と
の
逸
品
商
品
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
で
対
応
で
き
る

　
「
お
も
て
な
し
」
を
考
え
、
お
客
様

　

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
活
動
と
し
て

○
｢お
も
て
な
し
案
内
所
｣看
板
掲
示

○
｢当
店
の
逸
品
｣案
内
看
板
掲
示

○
｢与
一
逸
品
物
語
｣の
ぼ
り
旗
の
掲
示

※
勉
強
会
を
通
じ
て
一
店
逸
品
運
動

　
に
参
加
し
た
い
と
お
考
え
の
個
人

　
商
店
の
方
は
下
記
ま
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

逸
品
の
中
の
ラ
ン
チ
と
ガ
イ
ド
が
付

い
た
｢一
店
逸
品
お
店
回
り
ツ
ア
ー
｣(９

月
、
12
月
)や
、
参
加
店
が
中
心
に
な
り
、

仲
間
を
募
っ
て
定
期
的
な
｢大
田
原
に
ぎ

わ
い
市
｣な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
商
工
会
議
所

　
　
　

(２
２
)２
２
７
３

　

大
田
原
商
工
会
議
所
と
大
田
原
商
店
連
盟
が
｢元
気
｣を
目
標
に
ス
タ
ー
ト

し
た
大
田
原
一
店
逸
品
運
動
の
｢与
一
逸
品
物
語
｣の
内
容
と
加
盟
店
の
紹
介

を
し
ま
す
。

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
と
は
？

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
と
は
？

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
の

主
な
活
動
は
？

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
の

主
な
活
動
は
？

今
後
の
予
定
は
？

今
後
の
予
定
は
？
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イベント特集

■問い合わせ
　黒羽商工会 　　　　　　(５４)０５６８ 
　大田原市観光協会　　 　(５４)１１１０
　紫陽花まつりホームページ　  http://kurobane.info

大田原市観光交流センター　　　(５４)１０４０
大田原市商工観光課　　２階　　(２３)８７０９

第 20回　芭蕉の里「くろばね紫陽花まつり」第 20回　芭蕉の里「くろばね紫陽花まつり」第 20回　芭蕉の里「くろばね紫陽花まつり」

【くろばね紫陽花まつりイベント一覧】

くろばね紫陽花まつり写真コンテスト
【作品募集（募集要項は会場にて配布）】

期　　日 時　　間 イベント名 内　　容 場　　所

　黒羽城址公園に植栽されている約 6000 株のアジサイの開花に
あわせて｢くろばね紫陽花まつり｣が開催されます。
　期間中は、案内所や売店などが設置され、さまざまなイベント
が行われる予定です。ぜひご来場ください。

◆開催期間　　６月 23 日（土）～７月 16 日（月・祝）
◆会　　場　　黒羽城址公園および周辺
◆主　　催　　くろばね紫陽花まつり実行委員会

黒羽城址公園内

ホテル花月

黒羽城址公園
（イベントコーナー）

芭蕉の館

黒羽城址公園
（イベントコーナー）
黒羽城址公園
（イベントコーナー）

芭蕉の館

黒羽城址公園
（イベントコーナー）
黒羽城址公園
（イベントコーナー）

芭蕉の館

黒羽城址公園
（イベントコーナー）　　　　　
黒羽城址公園
（イベントコーナー）
黒羽城址公園内
および各ギャラリー
黒羽城址公園
（イベントコーナー）

黒羽城址公園内

大田原市観光
交流センター
芭蕉公園内
旧浄法寺邸
黒羽城址公園
および周辺地区

キャンドルと音楽などによる
オープニングイベント
全国の俳句愛好者が一同に会
する句会《市主催》

吹奏楽

地区内茶道愛好者による抹茶
提供
愛好者によるカラオケ大会＆
発表会（自主イベント）

ジャズ演奏

地区内茶道愛好者による抹茶
提供
歌、合奏、お遊戯、鼓笛など
（黒羽幼稚園）
地区内郷土芸能団体による
郷土芸能の披露など
地区内茶道愛好者による抹茶
提供
体操発表会（なでしこ幼稚園）
歌、お遊戯など（明星館幼稚園）

フィナーレイベント

美術・工芸・書画など、
地元在住作家等の企画展
大田原市の特産品、朝採野
菜、軽飲食などの提供・販売
会場内の紫陽花を
ライトアップ
写真コンテスト入賞作品など
の展示

湯茶の無料接待・総合案内

応募作品を審査表彰します
【応募締め切り７月 31 日 ( 火 )】

オープニング式典

芭蕉の里くろばね
「全国俳句大会」
国際医療福祉大生
ステージイベント

茶席開設

芭蕉の里カラオケ大会
＆発表会
石の蔵ビュースタジオ
バンド（予定）

茶席開設

幼稚園児
ステージイベント

郷土芸能大会

茶席開設

幼稚園児
ステージイベント

フィナーレ

まちなかギャラリー
企画展
味彩通り開設
（模擬店出店）

紫陽花ライトアップ

紫陽花写真展

紫陽花まつり・まちなか
ギャラリー総合案内

　
午前 10 時
　～午後４時
午前 10 時
　～午後３時
午前 10 時
　～午後３時
午前９時
　～午後４時
午前 11 時
　～午後３時
午前 10 時
　～午後３時

午前 11 時～

午前 10 時
　～午後３時
午前 10 時
　～午後３時
午前 11 時～
午後１時～
　

午前９時
　～午後５時
午前９時
　～午後５時
午後７時
　～午後９時
午前９時
　～午後６時
午前 10 時
　～午後３時

６月 23 日（土）

６月 24 日（日）

６月 30 日（土）

７月 １ 日（日）

７月 ７ 日（土）

７月８日（日）

７月 14 日（土）

７月 16 日
　　   （月・祝）

【期間中全日】

６月 23 日（土）
　　　～
７月 16 日
　　   （月・祝）

６月 23 日
　～７月末日

午後６時 30 分～

午後４時～
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●
７
月
の
相
談
の
窓
口

行政相談委員が国の行政全般についての相
談や意見・要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　７月 23 日（月）  午前 10 時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター 
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　７月４日（水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　７月 17 日（火） 午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎
　　　　２階）
　　　　　　（５４)０１８４

総合行政相談

■問い合わせ　　２階
　情報政策課広報広聴係　 （２３)８７００

弁護士が無料で相談に応じます。予約が必
要ですので、総務課総務法規係まで電話で
ご予約ください。
　日時　７月25日(水）午後１時30分～４時
　場所　大田原市福祉センター
　申込　７月18日(水)～24日（火）
　　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　 （土・日・祝日を除く）

市民無料法律相談

■予約・問い合わせ　　２階
　総務課総務法規係 　（２３)８８８９

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離
婚給付、会社設立定款などについて、公証人
が無料で相談に応じます。予約が必要ですの
で、公証役場まで電話でご予約ください。
　日時　７月25日(水）午前10時～正午
　場所　大田原市福祉センター
　申込　午前９時～午後５時
　　　 （土･日･祝日を除く）

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場 　（２３)０６６６

公正証書(法律)無料相談

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場
合がありますので、ご確認のうえご相談ください。

交通事故における損害賠償や示談交渉などに
ついての相談を専門の相談員が受け付けます。
　日時　毎週水・金曜日　午前９時～午後４時
　　　　 （６月 20 日（水）を除く）
　場所　栃木県庁那須庁舎内那須県民相談室

栃木県交通事故相談

■問い合わせ
　交通事故相談用電話 　（２３)１５５６

人権擁護委員が名誉・信用の侵害、差別・い
じめに関する相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　７月 17 日(火）午前９時 30 分～正午
　場所　大田原市福祉センター
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　７月４日(水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　７月 17 日(火）午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎
　　　　２階）
　　　　　　（５４)０１８４
■問い合わせ　　２階
　総務課総務法規係　 （２３)１１１１

人  権  相  談

自殺予防いのちの電話
フリーダイヤル

自殺予防相談（死にたい、死のうと思って
いる。生きている意味など。また、周辺に
このような人がいる時など。）
　日時　毎月10日  午前８時
　　　　　～11日  午前８時の24時間
　相談番号(フリーダイヤル)※通話料金無料
　　　　　　０１２０（７３８）５５６
■栃木いのちの電話相談(通常)
　　　　　　０２８（６４３）７８３０
　※365日・24時間
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●
日　

時

①
９
月
９
日(
日)

午
後
２
時
〜
４
時

②
９
月
20
日(
木)
午
後
２
時
〜
４
時

●
場　

所

　

東
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

　

(

宇
都
宮
市
中
今
泉
３
‐
５
‐
１)

●
対
象
者　

　

現
在
こ
の
資
格
を
有
し
、
有
効
期
限
が

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
方

●
申
込
用
紙
の
配
布　

　

と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
対
象

　

者
あ
て
に
６
月
中
旬
に
送
付

●
申
込
受
付
期
間　

　

７
月
２
日(

月)

〜
31
日(

火)

※
当
日
消
印
有
効

■
問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン

　

タ
ー
研
修
課

　
　

〒
３
２
１
‐
０
９
７
４

　
　

宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０
‐
２

　
　

 　

０
２
８(

６
２
６)

３
１
８
７

　

市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
や

豊
か
な
自
然
環
境
の
水
質
保
全
を
目
指
し

て
、
下
水
道
管
の
敷
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

近
隣
の
皆
さ
ま
、
通
行
す
る
方
々
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
そ
の
区
域

の
生
活
環
境
が
大
き
く
改
善
さ
れ
、
土
地

の
利
用
価
値
が
高
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
整
備
区
域
内
で
受
益
者

と
な
る
方
に
は
、
工
事
費
用
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

※

受
益
者
と
は
、
下
水
道
整
備
区
域
内
に

　

土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
を
い
い
ま
す
。

●
負
担
金
額

※

負
担
金
の
支
払
い
は
一
度
だ
け
で
す
。

●
支
払
い
時
期

　

大
田
原
処
理
区
は
供
用
開
始
後
、
黒
羽

　

処
理
区
は
戸
別
に
接
続
を
開
始
す
る
時

　

に
な
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
下
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

本
市
で
は
水
洗
化
を
積
極
的
に
進
め
る

た
め
、
供
用
開
始
区
域
内
で
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
場
合
は
、
公
共
下
水
道
と

同
じ
よ
う
に
市
の
負
担
で
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
市
負
担
と
な
る
私
道
の
要
件

・
私
道
の
幅
員
が
１
・
８
ｍ
以
上
で
、
公

　

道
に
接
続
し
て
お
り
、
公
衆
用
道
路
と

　

し
て
公
共
性
の
高
い
道
路
。

・
所
有
者
が
異
な
る
家
屋(

公
道
に
面
し

　

た
家
屋
は
除
く)

が
２
戸
以
上
あ
り
、

　

そ
の
す
べ
て
が
公
共
下
水
道
の
供
用
開

　

始
の
際
に
た
だ
ち
に
排
水
設
備
を
整
備

　

し
、
水
洗
化
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

　

る
こ
と
。

・
私
道
の
土
地
の
所
有
者
の
同
意
が
得
ら

　

れ
る
こ
と
。

●
手
続
き

　

関
係
す
る
方
々
の
中
か
ら
代
表
者
を
選

　

び
、「
公
共
下
水
道
施
設
設
置
申
請
書
」

　

を
下
水
道
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
各
家
庭
が
排
水
設
備
工
事

を
し
て
下
水
道
に
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
役
立
つ
も
の
で
す
。

　

下
水
道
が
供
用
開
始
に
な
っ
た
地
区
の

家
屋
の
所
有
者
は
、
供
用
開
始
の
日
か
ら

３
年
以
内
に
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所

に
改
造
す
る
こ
と
や
、
台
所
、
風
呂
な
ど

の
生
活
排
水
を
速
や
か
に
接
続
す
る
こ
と

が
下
水
道
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、
工
事
に
必
要
な
知

識
と
技
能
を
持
っ
て
い
る
１
３
３
社
の
指

定
工
事
店(

15
ペ
ー
ジ
参
照)

で
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
。
工
事
の
際
は
指
定
工
事
店

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

工
場
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
事

　

業
所
で
は
、
他
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
普
及
促
進
を
図

る
た
め
、
く
み
取
り
便
所
の
水
洗
化
や
、
排

水
設
備
の
改
造
工
事
に
必
要
な
資
金
の
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

※

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
際
の
利

　

子
を
、
市
が
負
担
し
ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
方

　

市
税
・
受
益
者
負
担
金
な
ど
を
滞
納
し

　

て
い
な
い
方
で
、
下
水
処
理
区
域
内
の

　

家
屋
の
所
有
者
か
所
有
者
の
同
意
を
得

　

て
使
用
し
て
い
る
方
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
限
度
額

　

１
戸
に
つ
き
45
万
円

●
返
済
期
間　

最
長
で
45
か
月

●
利　

子　

市
負
担(

実
質
無
利
子)

●
取
扱
金
融
機
関

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
市
内
金
融
機
関

　

井
戸
水
を
使
用
し
て
公
共
下
水
道(

農

業
集
落
排
水
施
設
を
含
む)

に
接
続
し
て

い
る
世
帯
の
下
水
道
使
用
料
は
、
本
人
の

申
請
に
よ
り
そ
の
世
帯
の
人
員
で
下
水
道

使
用
料
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

世
帯
の
人
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課　

　
　
　

(

２
３)

８
７
１
２

平
成
24
年
度
の
下
水
道
工
事

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

下
水
道
使
用
の
皆
さ
ま
へ

水
洗
便
所
改
善
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

水
洗
化
工
事
は
お
早
め
に

下
水
道
の
受
益
者
負
担
金

私
道
の
下
水
道
工
事

負
担
金

３
０
０
円
／
㎡

25
万
円
／
戸

処
理
区

大
田
原
処
理
区

黒
羽
処
理
区

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
更
新
講
習
会
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山の手
城山
城山
元町
中央
中央
住吉
住吉
本町
本町
末広
末広
美原
美原
加治屋
浅香
若松町
若松町
富士見
富士見
若草
中田原
今泉
北金丸
南金丸
南金丸
南金丸
南金丸
上奥沢
上奥沢
倉骨
倉骨
親園
親園
親園

20-2305
22-6050
22-3378
23-1674
23-4131
23-4620
23-3100
23-7170
22-4111
23-1423
22-2456
20-1112
22-4224
22-2569
22-5425
23-4012
22-4681
20-2067
23-6357
22-7885
23-5477
22-6377
23-3231
47-5520
23-1827
23-6272
22-3590
24-2655
22-8100
23-2523
23-0382
22-4373
28-1877
28-2139
28-1767

（有）アルファ東宝
本澤工務店
（有）髙安産業
（有）大田原設備ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
（有）菊池設備工業
（株）三和電気工業所
大橋総設工業（株）
（有）アームズ
（株）伊藤電設
前田設備
丸木ポンプ工業（企）
（株）みずほ
（有）上田幸設備
桜井設備工業
細岡設備
神山設備
柴田設備工業
（有）手塚設備工業
（有）富士設備工業
機動設備
七浦建設（株）
（株）竹内設備
（協）環境整美公社
（株）サニテック・フカヤ
塩那エンジニアリング（株）
（株）塚本建設
（有）金堀設備工業
郡司設備工業　
（有）大設
（有）マコト設備工業
（有）田積設備工事
（有）野崎工業
国井設備工業
伴設備
ケイティエス工業

大
田
原
地
区

湯
津
上
地
区

黒
羽
地
区

大田原市排水設備指定工事店一覧
智設備
井上設備工業
（株）唐橋工業
（株）菊地工務所
（有）金澤農機商会

児玉設備工業所
（有）森嶋設備
永森設備工業
吉成建設（有）
蜂巣設備
（有）中澤建築事務所
（有）小畑水工所
  
丹野建設（株）
（有）小山田建設
（有）三幸設備
（株）浜田屋組
（有）朝野建設
タカオ設備工業
（株）福島組
磯設備興業（有）
（有）関屋設備
（有）石塚設備
草崎電業社
（株）猪股建設
西崎工業
山本工業
（有）槙田商会
（有）大和住宅
ダイエー住宅設備

荻野目
上石上
薄葉
薄葉
藤沢

湯津上
湯津上
蛭畑
蛭畑
新宿
蛭田
佐良土
   
黒羽田町
堀之内
黒羽向町
黒羽向町
黒羽向町
余瀬
桧木沢
蜂巣
大輪
中野内
中野内
中野内
中野内
北野上
北野上
木佐美
須賀川

28-0810
29-0555
29-0227
29-1547
28-0903

98-3721
98-3582
98-2680
98-2651
98-2336
98-2345
98-2537
   
54-0122
54-1735
54-1612
54-0633
54-0174
54-4958
54-2818
54-3791
59-0872
59-0047
59-0234
59-0115
59-0524
54-3674
54-3023
59-0456
58-0039

大
田
原
地
区

そ
の
他

上記以外にも、県内の指定工事店がありますの
で、詳しくは下水道課へお問い合わせください。
下水道課維持係　　　　(２３)８７１２

下水道管工事予定箇所
○上石上地区　○中田原・上石上地区

舗装修復工事予定箇所
○中田原・上奥沢地区　○下石上地区

上石上・下石上地区

Ｎ Ｎ

中田原・上奥沢地区

○ホテルアオキ○ホテルアオキ

富士電機機器制御
大田原事業所

○

(市道
内環
状線
南大
通り
線 )

(市道
内環
状線
南大
通り
線 )

(

市
道
内
環
状
線
北
大
通
り
線)

○
木下商店木下商店

( 国道４６１号 )
( 国道４６１号 )

( 国道４６１号 )

野崎駅野崎駅

野崎中学校野崎中学校

西光院○西光院○

那須中央病院那須中央病院
○

下石上公園下石上公園
○

野崎研修センター野崎研修センター
○

(

国
道
４
号
線)

(

国
道
４
号
線)

○石上小学校○石上小学校

（市内抜粋）
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国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

「
健
康
教
室
」乳
が
ん
に
つ
い
て

〜  

ｐ
ａ
ｒ
ｔ  

１  

〜

ご
み
の
出
し
方
に
ご
協
力
を

「
す
み
れ
の
会
」会
員
募
集

「
大
田
原
市
安
全
安
心
メ
ー
ル
」

の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
な
生
活

を
送
る
た
め
の
参
考
と
し
て
、
市
で
は
防

犯
・
防
災
の
情
報
を
｢大
田
原
市
安
全
安

心
メ
ー
ル
｣と
し
て
配
信
し
て
い
ま
す
。

●
情
報
を
受
信
す
る
方
法　

携
帯
電
話
や

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　
　

m
ail@
ohtaw

ara-anzen.jp

　

へ
空
メ
ー
ル
を
送
れ
ば
自
動
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
は
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
携
帯

　

電
話
の
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み

　

取
れ
ば
、
簡
単
に
登
録
が
で
き
ま
す
。

●
配
信
す
る
情
報

・
震
度
４
以
上
の
地
震
情
報

・
大
雨
警
報
な
ど
の
気
象
警
報
、
土
砂
災

　

害
警
戒
情
報

・
ダ
ム
の
放
流
な
ど
河
川
の
情
報

・
振
り
込
め
詐
欺
や
声
か
け
事
案
の
よ
う

　

な
犯
罪
発
生
情
報

・
ひ
き
逃
げ
や
大
規
模
交
通
事
故
な
ど
の

　

交
通
情
報

・
そ
の
他

●
料　

金

　

情
報
提
供
料
は
無
料
で
す
が
、
空
メ
ー

　

ル
送
信
時
や
情
報
受
信
時
の
パ
ケ
ッ
ト

　

代
金
が
か
か
り
ま
す
(゚１
件
に
つ
き
１

　

円
か
ら
２
円
)

■
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

危
機
管
理
課
防
災
係

　
　
　

(２
３
)１
１
１
５

●
せ
ん
定
枝
木
・
葉
・
草
に
つ
い
て

　

も
や
せ
る
ご
み
と
し
て
焼
却
す
る
と
、

　

焼
却
灰
の
放
射
線
量
が
大
き
く
上
が
る

　

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
現
在
も
焼
却

　

で
き
な
い
状
況
の
た
め
、
当
分
の
間
収

　

集
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご

　

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
家
庭
な

　

ど
で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

ご
み
収
集
は
午
前
８
時
30
分
以
降
に
開

　

始
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
み
は
午
前
８

　

時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
に
あ
る
多
数
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
を
効
率
良
く
、
確
実
に
収
集
す
る
た

　

め
に
、
ご
み
の
排
出
量
や
道
路
工
事
、

　

事
故
な
ど
の
交
通
事
情
で
や
む
な
く
収

　

集
コ
ー
ス
や
時
間
を
変
え
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階　

　

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
６

　

す
み
れ
の
会
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

の
治
療
を
し
て
い
る
方
の
友
の
会
で
す
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人
達
が
抱
え
て
い
る
不
安
や
悩
み
な
ど

を
話
し
あ
い
、
相
互
に
励
ま
し
あ
い
、
健

康
で
健
全
な
生
活
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。
心
の
ふ
れ
あ
い
は
、
元
気
の

み
な
も
と
で
す
。

　

今
知
り
た
い
こ
と
、
教
え
て
ほ
し
い
こ
と
、

こ
れ
か
ら
の
こ
と
な
ど
、
同
じ
体
験
を
持
つ

も
の
に
し
か
分
か
ら
な
い
悩
み
な
ど
を
と
も

に
語
り
、
励
ま
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
下
記
の
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
す
み
れ
の
会
会
員
の
体
験
談
】

　

私
は
48
年
前
、
乳
が
ん
と
い
う
病
気
が

今
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
ろ
に
乳
が
ん

に
な
り
、
驚
き
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

ま
だ
、
子
ど
も
も
小
さ
か
っ
た
の
で
、

必
死
に
治
療
し
て
、
放
射
線
治
療
を
た
く

さ
ん
受
け
ま
し
た
。

　

回
復
し
て
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
運
動
も
し
て
、
そ
れ
も

い
い
リ
ハ
ビ
リ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
押
し
花
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
資
格
を
と
り
、
今
は
、
そ
の
資
格

を
生
か
し
て
、
日
赤
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
た
り
、
交
通
安
全
運
動
の
時
期
に
は
製

作
し
た
も
の
を
配
布
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
１
回
、
す
み
れ
の
会
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
押
し
花
で
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
製
作
し
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
を
体
験
し

た
人
は
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
話
を
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
で
悩
ん
で
い
る
人

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
、
す
み
れ

の
会
に
来
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

す
み
れ
の
会
会
長　

磯　

和
子

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　

(す
み
れ
の
会
事
務
局
)

　
　
　

(２
３
)７
６
０
１

　

乳
が
ん
は
『
国
民
が
ん
』
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
病
気
の
発
生
率
、
死
亡
率
が
急
激
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
早
期
に
発

見
さ
れ
れ
ば
、
ほ
ぼ
治
る
が
ん
の
た
め
早

期
診
断
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
で
は
、
乳
が

ん
に
関
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
講
義
し
て
お
り
、

今
回
は
第
４
回
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日　

時　

６
月
23
日
(土
)

　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

●
場　

所

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
５
階
講
堂

　

(那
須
塩
原
市
井
口
５
３
７
‐
３
)

●
内　

容

・
演
題　

第
４
回
｢乳
が
ん
の
化
学
療
法

　

に
つ
い
て
｣

・
講
師　

福
島
久
喜
先
生
(国
際
医
療
福

　

祉
大
学
教
授
)

●
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
総
務
企
画
課

　
　
　

０
２
８
７
(３
７
)２
２
２
１

二次元
バーコード
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福
祉
の
お
仕
事
ミ
ニ
面
談
会

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
医
療
相
談
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
大
田
原
市
社
会

福
祉
協
議
会
職
員
採
用
試
験

　

専
門
医
な
ど
に
よ
る
医
療
相
談
を
左
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
催
場
所

　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

１
階　

相
談
室

【
第
５
回
】

○
開
催
日
時

　

６
月
29
日
(金
)

　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

○
対
象
疾
患　

免
疫
系
疾
患

・
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病

・
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス

・
多
発
性
筋
炎
、
皮
膚
筋
炎

・
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群

・
成
人
ス
テ
ィ
ル
病

・
大
動
脈
炎
症
候
群
(高
安
病
)

・
ビ
ュ
ル
ガ
ー
病
(バ
ー
ジ
ャ
ー
病
)

・
結
節
性
動
脈
周
囲
炎

・
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉
芽
腫
症

・
ア
レ
ル
ギ
ー
性
肉
芽
腫
性
血
管
炎

・
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

・
側
頭
動
脈
炎

・
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
症
候
群

○
担
当
医
師　

獨
協
医
科
大
学
病
院

　

呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科

　

大
和
田　

高
義　

医
師

【
第
６
回
】

○
開
催
日
時

　

７
月
４
日
(水
)

　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

○
対
象
疾
患　

視
覚
系
疾
患

・
網
膜
色
素
変
性
症

・
加
齢
黄
斑
変
性

・
難
治
性
視
神
経
症

○
担
当
医
師　

獨
協
医
科
大
学
病
院

　

眼
科　

妹
尾　

正　

 

医
師

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前
に
左
記
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

(月
〜
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
４
時
)

■
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
２
８
(６
２
３
)６
１
１
３

●
職
種
・
募
集
人
員

　

社
会
福
祉
士　

１
名

●
受
験
資
格

・
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
と
し
て
地
域
福

　

祉
や
在
宅
福
祉
の
推
進
に
携
わ
っ
て
い

　

く
意
欲
と
熱
意
の
あ
る
方

・
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

　

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま

　

た
は
平
成
25
年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見

　

込
み
の
方

●
受
験
資
格
の
な
い
方

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

・
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

　

行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の
執
行

　

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

　

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

　

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張

　

す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　

ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

●
試
験
の
期
日
・
場
所
・
内
容

○
一
次
試
験

・
日
時　

９
月
16
日
(日
)

　

午
前
９
時
10
分
〜
午
後
０
時
30
分

・
場
所　

栃
木
県
立
大
田
原
高
等
学
校

・
試
験
内
容　

教
養
試
験
・
適
応
性
検
査

○
二
次
試
験

・
日
時　

10
月
下
旬
の
予
定

・
試
験
内
容　

記
述
試
験
・
口
述
試
験

●
合
格
発
表
予
定

・
一
次
試
験　

10
月
中
旬

・
最
終
合
格
発
表　

11
月
上
旬
予
定

●
採
用
予
定

　

平
成
25
年
４
月
１
日

●
試
験
要
領
・
申
込
書

　

採
用
試
験
要
領
、
申
込
書
は
、
大
田
原

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

●
試
験
申
込
の
受
付
期
間

　

７
月
２
日
(月
)〜
７
月
31
日
(火
)の
土
・

　

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
は
、
７
月
31
日
(火
)ま
で

　

の
消
印
有
効

●
試
験
申
込
の
受
付
場
所

　

大
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

〒
３
２
４
‐
０
０
４
３

　

大
田
原
市
浅
香
３
‐
３
５
７
８
‐
17

　

(市
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

０
２
８
７
(２
３
)１
１
３
０

　
　
　

http://w
w
w
.ohtaw

ara-

　
　
　

shakyo.or.jp/ 　

●
内　

容

【
ミ
ニ
面
談
会
】

　

エ
リ
ア
内
の
求
人
事
業
所
が
参
加
し
、

　

採
用
担
当
者
に
仕
事
内
容
や
応
募
条
件

　

な
ど
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
採
用
面
接
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

　

気
軽
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

【
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

　

栃
木
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

　

フ
が
、
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
相
談
に

　

応
じ
ま
す
。

※
仕
事
内
容
や
資
格
、
求
人
の
状
況
、
紹

　

介
あ
っ
せ
ん
、
求
職
登
録
、
セ
ン
タ
ー

　

の
利
用
方
法
な
ど
相
談
が
で
き
ま
す
。

●
日　

時　

７
月
13
日
(金
)

　

午
後
1
時
〜
3
時
30
分
ま
で

※
受
付
は
午
後
3
時
ま
で

●
会　

場

　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（
那
須
塩
原
市
桜
町
１
‐
５
）

●
参
加
費　

無
料
(出
入
り
自
由
)

●
対
象
エ
リ
ア

　

大
田
原
市
、
那
須
塩
原
市
、
那
須
町

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

(福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
所
)

　
　
　

０
２
８
(６
４
３
)５
６
２
２
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三種混合
・ジフテリア
・百日せき
・破傷風

二種混合
・ジフテリア
・破傷風

麻しん・風しん
混合ワクチン

大田原市で実施している
定期予防接種一覧

日本脳炎
２期…９歳以上13歳未満の間に１回

ＢＣＧ 個別
接種

個別
接種

個別
接種

個別
接種

個別
接種

集団
接種

集団
接種

生後３か月から６か月に至るまでの間に１回 生後６か月に至るまでの間にある方

１期追加…初回接種の３回目が終了して
から１年から１年６か月までに１回　　

２期…小学６年生相当の期間に学校で１回

１期…生後 12 か月から 24 か月にいたる
までの間に１回

４期…高校３年生に相当する年齢間に１回

１期初回…３歳で２回　　　　　　　　

１期追加…４歳で１回　　　　　　　　

３期…中学１年生に相当の期間に学校で
１回

同左

生後６か月から90か月に至るまでの間にあ
る方(法的には生後６か月から可能ですが
標準的には３歳から開始)

同左

予防接種の
種類 望ましい接種年齢・接種回数 予防接種法で決められている接種年齢予防接種の
種類 望ましい接種年齢・接種回数 予防接種法で決められている接種年齢

２期…５歳以上７歳未満で就学前１年間
に１回

11歳以上13歳未満の方
対象者：平成12年４月２日生まれ～
　　　　平成13年４月１日生まれ

対象者：平成18年４月２日生まれ～
　　　　平成19年４月１日生まれ
対象者：平成11年４月２日生まれ～
　　　　平成12年４月１日生まれ
対象者：平成６年４月２日生まれ～
　　　　平成７年４月１日生まれ

生後３か月から90か月に至るまでの間のある方

受
け
方

受
け
方

１期初回…生後３か月から12か月の間に
３回

※特例措置…平成７年６月１日～平成19年４月１日生まれで、４回の接種が終了していない場合は、20歳にな
　るまでの間(誕生日の前々日まで)に不足分を接種できます。ただし、２期の対象は９歳以上となります。

乳幼児～高校３年生
相当年齢対象

大田原市で実施している
　　　  予防接種
大田原市で実施している
　　　  予防接種

 予防接種は、感染症にかからない、または、重
症化を防ぐために行います。市では、対象年齢に
応じた複数の予防接種を実施しています。接種対
象年齢になりましたら、早めに予防接種を受けま
しょう。予防接種を受ける時は、次のことに注意
しましょう。
①お子さんの体調は良いですか。
②受ける予防接種について、必要性、効果および
　副反応など確認していますか。(事前に｢予防接
　種と子どもの健康｣を読みましょう)
③母子(親子)健康手帳を持参しましょう。
④予診票は、接種する医師への大切な情報です。
　正しく記入しましょう。
⑤予防接種を受けるお子さんの日ごろの健康状態
　をよく知っている保護者の方が、連れて行きま
　しょう。
⑥予防接種を受けた後30分程度はお子さんの様
　子を観察しましょう。急な副反応がおこること
　がまれにあります。

≪予防接種の種類には、定期接種と任意接種が
あります≫
１定期接種：予防接種法で定められている予防接種
　ポリオ、ＢＣＧ、三種混合(ジフテリア・破傷
　風・百日せき）、二種混合(ジフテリア・破傷風)、
　麻しん風しん混合、日本脳炎
２子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小
　児用肺炎球菌は定期接種以外の予防接種です
　が、｢大田原市が行政措置として行う法定外の
　予防接種｣と位置づけ、平成25年３月31日ま
　で、対象者については、接種費用の全額を助
　成します。　　　　
３任意接種：定期接種以外の予防接種(有料)
　　　　　　水ぼうそう、おたふくかぜなど
≪受け方は集団接種と個別接種があります≫
集団接種：学校で決められた日時に集団で接種
①二種混合(ジフテリア・破傷風)
　…学校で実施(小学６年生)
②麻しん風しん混合…学校で実施(中学１年生)
※対象年齢で市外の小中学校へ通学してる方
　は、ご連絡ください。
個別接種：医療機関に個人ごとに予約して接種
※市内医療機関一覧は、20ページに掲載

■問い合わせ　　１階
　健康政策課感染症予防係　　(２３)８９７５
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《ポリオ予防接種の変更について》《ポリオ予防接種の変更について》《ポリオ予防接種の変更について》
　ポリオは、平成24年の４月まで｢生ポリオワクチン｣による集団接種でした
が、９月から｢不活化ポリオワクチン｣が導入され、｢生ポリオワクチン｣の使
用は中止する予定です。
　今後の接種方法につきましては、決まり次第、広報などでお知らせいたし
ます。
　ご不明な点がありましたらお問い合わせください。

　ポリオは、平成24年の４月まで｢生ポリオワクチン｣による集団接種でした
が、９月から｢不活化ポリオワクチン｣が導入され、｢生ポリオワクチン｣の使
用は中止する予定です。
　今後の接種方法につきましては、決まり次第、広報などでお知らせいたし
ます。
　ご不明な点がありましたらお問い合わせください。

●緊急促進臨時特例交付金制度の延長に伴い、大田原市の行政措置として行う法定外の予防
　接種(ヒブワクチン、小児用肺炎球菌、子宮頸がん予防ワクチン)の助成期間が、平成25年
　３月31日までとなりました。

・中学１年生～高校１年生(平成８
　年４月２日生まれ～平成12年４月
　１日生まれ)
・特例措置
　高校２年生(平成７年４月２日～
　平成８年４月１日)で、平成23年
　度中に１回または２回接種してい
　る方

生後２か月以上５歳未満ヒブ

小児用
肺炎球菌

子宮頸がん

・２か月以上７か月未満：３回＋１回
・７か月以上12か月未満：２回＋１回
・１歳以上：１回

個別
接種

個別
接種

個別
接種

受
け
方

受
け
方

・２か月以上７か月未満：３回＋１回
・７か月以上12か月未満：２回＋１回
・１歳以上２歳未満：２回
・２歳以上：１回

・３回接種

生後２か月以上 5歳未満

接種回数予防接種の
種類
予防接種の
種類

対象月齢対象月齢 接種回数

●次に該当する場合は、｢大田原市が行政措置
　として行う法定外の予防接種｣として、接種
　費用を助成します。お問い合わせください。
・ＢＣＧ接種は、病気などの理由により生後
　６か月までに接種できなかった１歳未満の
　方
・三種混合予防接種は、１期初回の接種間隔
　が56日を過ぎてしまった方
・麻しん予防接種は、２歳以上高校２年生相
　当の年齢で、過去に１度も麻しん予防接種

　を受けておらず、麻しんにかかったことが
　ない方
・なるべく、｢望ましい接種年齢｣の間に受け
　ましょう。
※｢未満｣とは、｢誕生日の前々日まで｣をいい
　ます。

《定期予防接種注意事項》
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青柳医院

赤羽胃腸科外科肛門科医院

阿部内科

礒外科小児科医院

大田原赤十字病院

鎌田浅香医院

木戸内科クリニック

国際医療福祉大学クリニック

小林内科外科医院

だいなリハビリクリニック

高橋医院

高橋外科医院

長嶋医院

那須中央病院

なす療育園

橋本内科クリニック

藤田医院

増山医院

松井医院

吉成小児科医院

磯医院

江部医院

車田医院

くろばね齋藤醫院

益子医院

益子クリニック

増山医院

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

大田原市中央２-１-２

　　　　城山２-５-２９

　　　　佐久山２０１８

　　　　浅香３-３７１１

　　　　住吉町２-７-３

　　　　浅香３-３-９

　　　　美原２-２８３１-１５３

　　　　北金丸２６００-６

　　　　富士見１-１６０６-２６５

　　　　紫塚３-２６３３-１０

　　　　滝沢３５５

　　　　住吉町１-１１-２０

　　　　下石上１２４６

　　　　下石上１４５３

　　　　北金丸２６００-７

　　　　元町１-２-１４

　　　　野崎２-７-１４

　　　　小滝１１０７-６

　　　　城山１-２-３

　　　　新富町２-１-２２

　　　　黒羽向町８

　　　　黒羽向町６０

　　　　大豆田４５７-２４

　　　　黒羽田町６１２

　　　　大久保２６６

　　　　黒羽田町８２７

　　　　佐良土８６１

(２２)２１２２

(２３)１１３１

(２８)００５３

(２２)２６０１

(２３)１１２２

(２２)２７０３

(２０)３２００

(２４)１００１

(２３)８８７０

(２０)３１０２

(２８)１１５１

(２２)２６２４

(２９)００５０

(２９)２１２１

(２０)５１００

(２２)２２２０

(２９)００１０

(２２)２３３６

(２２)２０６７

(２２)２４１２

(５４)００２０

(５４)００１３

(５４)００６２

(５４)００３１

(５９)０８３５

(５４)２７２７

(９８)２００８

定期および法定外予防接種市内委託医療機関一覧定期および法定外予防接種市内委託医療機関一覧

№

※予防接種を受ける場合は医療機関へご予約ください。
 なお、予防接種の種類によっては、実施していない医療機関がありますので
　事前にご確認ください。

医　療　機　関　名 住　　所

※市外の医療機関については、お手数ですが健康政策課感染症予防係  　（23）8975まで
　お問い合わせください。　　１階

電　　話

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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お知らせ

７月の日程７月の日程７月の日程集団健診集団健診集団健診

●｢特定健康診査｣または｢後期高齢者健診｣を受診する方は、｢保険証｣と｢特
　定健康診査受診券｣をご持参ください。
●申し込んだ日程を変更する方やまだ申し込みをしていない方は、健康政策
　課成人健康係までご連絡ください。変更のご連絡がない場合、ご希望の日に受
　診できないことがあります。
●市の健診は１年に１回の受診です。市民健康診査および国民健康保険の人間ドッ
　ク･脳ドックで受診した項目は、重複して受診できませんので、ご注意ください。

●受付時間　午前8時～10時

寺町･神明町･若葉･富士見ニュータウン

富池・乙連沢

岩井町・桜町・上長・仲町・荒町

須賀川地区

倉骨・鹿畑

湯津上全地区

川西地区

両郷地区

紫塚ニュータウン・経塚

紫塚・成田町

親園南区・滝沢・花園

浅野・赤堀東

７月５日(木)

７月６日(金)

７月８日(日)

７月10日(火)

７月14日(土)

７月19日(木)

７月21日(土)

７月25日(水)

７月28日(土)

７月29日(日)

７月30日(月)

７月31日(火)

大田原東地区公民館

金田北地区公民館

佐久山小学校

須賀川集会所

奥沢小学校

湯津上農村環境改善センター

黒羽庁舎

両郷地区公民館

大田原市総合文化会館

大田原市総合文化会館

親園中学校

勤労者総合福祉センター

日にち 会　　場 対象地区

■問い合わせ　　１階
　健康政策課成人健康係
　　　（２３）７６０１

※予約人数により、受け付け開始時間が変更になることがあります。

知
的
障
害
者
家
族
教
室（
県
北

地
区
）開
催

　

障
害
者
の
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
お

よ
び
養
護
者
へ
の
支
援
を
講
じ
る
た
め
の

法
律
が
、
本
年
10
月
か
ら
施
行
と
な
り
ま

す
。

　

栃
木
県
知
的
障
害
者
育
成
会
で
は
、
こ

の
法
律
の
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
理
解

啓
発
に
努
め
る
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日　

時　

７
月
15
日
(日
)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

(受
付
は
午
後
１
時
〜
)

●
場　

所　

大
田
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内　

容　

講
演
、
質
疑
応
答
な
ど

・
演
題
｢新
し
い
権
利
擁
護　

〜
障
害
者

　

虐
待
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法
を
学
ぶ
〜
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・
講
師　

人
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学
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管
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任
者
)

●
申
込
方
法

　

７
月
６
日
(金
)ま
で
に
、
左
記
ま
で
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
相
談
希
望
が
あ
る
方
は
事
前
に
お
申
し

　

出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

(財
)栃
木
県
知
的
障
害
者
育
成
会

　

常
務
理
事
・
事
務
局
長　

谷
田
貝
好
冏

　
　
　

０
２
８
(６
２
４
)３
７
８
９

　

乳
幼
児
健
康
相
談

　

管
理
栄
養
士
・
保
健
師
・
看
護
師
が
子

育
て
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
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時

　

７
月
４
日
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９
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ー
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６
３
４

　

も
ぐ
も
ぐ
ご
っ
く
ん
教
室

　

５
か
月
〜
離
乳
食
完
了
期
を
対
象
と
し

た
離
乳
食
の
進
め
方
・
調
理
法
を
学
ぶ
教

室
で
す
。

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

●
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時

　

７
月
５
日
(木
)

　

午
前
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時
〜
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時
30
分

●
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大
田
原
保
健
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タ
ー

●
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容　
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ン
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●
持
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母
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健
康
手
帳
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１
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幸
福
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母
子
健
康
係

　
　
　

(２
３
)８
６
３
４
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教
室
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心
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を
育
む
準
備
の
教
室

で
す
。

※
事
前
に
電
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予
約
が
必
要
で
す
。

●
日　

時　

７
月
６
日
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)

　

午
前
９
時
30
分
〜
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30
分

●
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大
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健
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タ
ー

●
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容　

講
話
・
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団
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導
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子
の
ス
キ
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シ
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プ
）

●
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ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
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わ
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１
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子
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福
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
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３
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６
３
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運
動
は
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
効
果
的
な

方
法
の
１
つ
で
す
。

　

運
動
習
慣
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
の
運
動
教

室
で
す
。
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４
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前
９
時
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〜
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分

●
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羽
保
健
セ
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タ
ー

●
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容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ス
ト
レ
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チ
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師
の
運
動
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導
）

■
問
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わ
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１
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健
康
政
策
課
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人
健
康
係
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３
）７
６
０
１
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健
セ
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タ
ー
教
室
・
相
談
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お知らせ

●健康おおたわら塾●●健康おおたわら塾●
「ご存じですか？～歯周病は生活習慣病です～」「ご存じですか？～歯周病は生活習慣病です～」

■相談･問い合わせ　　２階
　健康政策課成人健康係
　　 （２３）７６０１

　歯の衛生に関する正しい知識を持ち、歯科疾患を予防するとともに、早期発見・早期治
　療を行うことで、歯の寿命を延ばし、健康を維持することを目的として定められています。

＜正常＞
　歯茎はひきしまって、ピンク色です。
　歯ブラシをしても血は出ません。

＜初期歯周病＞
　歯の周りに歯石がつきはじめて、歯茎が腫
　れて赤くなります。
　歯ブラシが当たると
　血が出ます。
　骨も減り始めますが、
　まだ歯はかろうじて
　揺れない状態です。

●６月４日～10日は歯の衛生週間です！！

　歯周組織が歯垢(プラーク)に含まれている『歯周病菌(細菌)』に感染し、歯肉の腫れや出血、
　最終的には歯が抜けてしまうというように、日本人が歯を失う最も大きな原因です。歯周病
　の初期では自覚症状がほとんどないため、気付かない人が多いのです。
　歯周病は、生活習慣病として位置づけられており、歯周病と関連しているものに、呼吸器疾
　患・心疾患・糖尿病などがありますが、その中でも糖尿病との関連は深く、糖尿病は歯周病
　を悪化させる大きな原因のひとつでもあります。

●｢歯周病｣とは？

　以下の８項目のいづれかに該当する方は、歯周病かもしれません。お近くの歯科医院で検査
　をしてみてはいかがでしょうか？

□  朝、起きると口の中がネバネバする
□  歯の表面に白い歯垢や歯石がたくさん付いている
□  最近、口が臭うと感じている
□  歯と歯の間に食べ物がよくはさまる

□  硬いものがよくかめない
□  歯を磨いたら血が出る
□  歯がしみる
□  歯が長くなったように見える

《歯周病の特徴》

【歯周病はこうして進行します！】【歯周病はこうして進行します！】
＜中等度歯周病＞
　歯石が多く付き、歯茎は腫れ、歯を支える
　骨も半分近くに減ってしまいます。
　口臭がきつくなり、歯の
　間にものがはさまりやす
　くなります。
　少し歯が揺れるように
　なります。
　食事に関しては、やわ
　らかいものを中心に食
　べるようになります。

＜重症歯周病＞
　硬い歯石に歯が覆われています。
　歯をささえる骨が1/3
　以下となって、歯が
　揺れて自覚するよう
　になってきます。
　食事の際も、不自由
　さを感じるようにな
　ります。
　歯茎が腫れてズキズキ
　痛むようになります。
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お知らせ

　歯磨きの最も大きな目的は、歯周病の原因である歯や歯の周りに付着した細菌、歯垢(プラーク)を
取り除くことです。
　以下のことに注意した正しい歯磨きで、プラークコントロールをしていきましょう。
※毛先が開いた歯ブラシは、早めに交換しましょう。
・歯ブラシはペンを握るように軽く持つ。
・歯ブラシを動かす際は、小刻みに動かす。
・歯の表面だけでなく、歯と歯茎の境目を磨く。
・磨き残しのないように、歯を磨く順番を決めておく。

●正しい歯磨きをしましょう

✿禁煙✿
　たばこは血管を収縮させ、歯茎の血流を悪化させ、唾液の分泌を低下させて
　しまうため、たばこを吸う人は、吸わない人に比べて２～７倍、歯周病にな
　るリスクが高いと言われています。また、免疫力も低下してしまうため、治
　りにくくなります。

✿適度な運動✿
　運動不足は歯周病と関わりの深い糖尿病の原因にもなります。また、適度な運動は身体の抵
　抗力を高めてくれますので、間接的にも歯周病を予防することにつながります。

✿食生活の改善✿
　歯垢は、糖分を餌に増殖します。糖分の多い食生活は歯周病へのリスクが高まります。
　ビタミン・カルシウム・たんぱく質・炭水化物など、栄養バランスのとれた食生活を心がけ
　ましょう。
✿睡眠時間の確保✿
　睡眠不足になると、体の抵抗力が落ちてしまうため、口腔内においても「細菌に感染しやす
　くなる＝歯周病菌に感染しやすくなる」状態となり、歯周病のリスクが高まります。
　そのため、睡眠時間を確保し、ストレスを溜めないように生活していきましょう。

《生活習慣を見直しましょう》

【歯の健康に関するアンケート】
歯間部清掃用具の使用の増加

定期的に歯石除去や歯面清掃を受けてい
る人の割合

定期的に歯科検診を受けている人の割合

80歳以上で20本以上、自分の歯を有す
る人の割合

60歳以上で24本以上、自分の歯を有す
る人の割合

53.1％

17.1％

13.4％

19.0％

46.0％

今回(Ｈ23)

前回調査(Ｈ18)

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

今年の健診結果説明会では、初めて「歯の健康コーナー」を設け、
歯の健康相談を実施します。ぜひ、ご利用ください！！
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お知らせ

●大田原市休日等急患診療所診療日
●黒磯那須地区休日等急患診療所診療日
■２診療所同時診療日

７月 の 診 療 日

日
１
８
15
22
29

月
２
９
16
23
30

火
３
10
17
24
31

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

土
７
14
21
28

金
６
13
20
27

　休日等急患診療所は、市民の健康
を守るために、那須郡市医師会の開
業医などが交代で、休日等の夜間の
初期救急患者の診療を行っています。
　比較的軽い症状のときは、まず休
日等急患診療所をご利用ください。
　診察をしたうえで詳しい検査や入
院が必要な場合は、速やかに救急指
定病院などと連携して適切な診療を
行います。

　健康政策課健康政策係
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時30分 ～午後５時15分

名  　称 大田原市
休日等急患診療所

黒磯那須地区
休日等急患診療所

診 療 日
日曜日、火曜日、水曜日
休日
お盆(8／14～8／16)
年末年始(12／29～1／3)

日曜日、月曜日、木曜日
金曜日、土曜日
休日
年末年始(12／29～1／3)

診療時間 ６時30分～ ９時30分 ７時～10時

所 在 地 大田原市若草1-832
(大田原保健センター隣接)

電話番号 ０２８７(２３)６５００

那須塩原市黒磯幸町8-10
(黒磯保健センター内)

０２８７(６３)１１００

午後 午後 午後 午後

案 内 図
大田原小学校

消防署

大田原警察署

室井病院

白河信金

福祉センター

ボウリング場

大田原
女子高校
大田原
女子高校

大田原小学校
消防署

大田原
赤十字病院
大田原
赤十字病院

大田原警察署

大田原
市役所
大田原
市役所

室井病院
大田原
郵便局
大田原
郵便局

白河信金

福祉センター

ボウリング場
黒　

磯　
駅

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

黒磯那須地区
休日等急患診療所

福島整形外科病院福島整形外科病院

大田原市
休日等急患診療所

夜間等診療当番病院夜間等診療当番病院
病院群輪番制病院

(一般)
小児二次救急当番病院

(小児)
大田原赤十字病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

国際医療福祉大学病院

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

【診療時間】　午後５時30分～翌朝午前８時30分　
大田原赤十字病院 住吉町2-7-3
那須中央病院 下石上1453　
菅間記念病院 那須塩原市大黒町2-5　
国際医療福祉大学病院 那須塩原市井口537-3

曜
日

曜
日

◎比較的軽い症状の方は、平日の診療時間内に受
　診するか、休日当番医、休日等急患診療所をご
　利用ください。
◎事前に当番病院に電話をしてから受診してくだ
　さい。

0287(23)1122

0287(29)2121

0287(62)0733 　

0287(37)2221

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき

夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる
場合があります。

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

休日等急患診療所休日等急患診療所休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区
大田原市
黒磯那須地区
大田原市
黒磯那須地区

７月の休日当番医７月の休日当番医

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

急な病気やけがで心配なとき、家庭での対処方法などを
経験豊富な看護師がアドバイスします。

●相談時間　毎日  24時間
●電話番号　０７０－６５７１－８５３７

●大田原赤十字病院電話相談●●大田原赤十字病院電話相談●
●相談時間　毎日  午後７時～午後11時
●電話番号　０２８－６００－００９９
　　　　　　局番なし ♯８０００

※携帯電話・プッシュ回線の方　

●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●
電話相談電話相談

■休日当番医・休日等急患診療所・夜
　  間等診療当番病院に関する問い合わせ

電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）
車田医院
山の手岡くりにっく
鎌田浅香医院
木戸内科クリニック
江部医院
だいなリハビリクリニック

大豆田457-24
山の手2-21-10
浅香3-3-9
美原2-2831-153
黒羽向町60
紫塚3-2633-10

(５４)００６２
(２０)２２５１
(２２)２７０３
(２０)３２００
(５４)００１３
(２０)３１０２

　１日(日)
８日(日)
15日(日)
16日(月)
22日(日)
29日(日)
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＜６月15日(金)～７月15日(日)＞

子育て支援情報

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子
さんから目を離さないようお願いします。

木曜日

火･木･金･第２土曜日

火曜日子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日
休館日：6/25

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さん
と保護者の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図りな
がら育児相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する
相談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

毎週
月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~16:00

■問い合わせ　　１階
こども課子育て支援係
　　（２３ ）８９３２

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

■問い合わせ
　大田原年金事務所
　　　(２２)６３１３
　市国保年金課国民年金係　　１階
　　　(２３)８９２８

　日本年金機構では国民年金保険料の納
付のご案内について民間委託を実施して
います。
　過去２年以内の国民年金加入期間のう
ち、保険料納付の確認ができない期間が
ある場合、下記の委託事業者より電話・
文書・戸別訪問で納付のご案内をさせて
いただく場合があります。
　この民間委託は、従来、国が行っていた
国民年金保険料の収納業務の一部を民間委
託業者に委託し、低コストでより良いサー
ビスの提供を目指しているものです。
●受託事業者
　事業者名　（株）アイヴィジット

国民年金保険料の収納業務を、民間事
業者に委託しています｡(市場化テスト)

　現在支給されている年金については、
法律上、直近の年金額引き下げの年(平
成22年)よりも物価が下がった場合は、
これに応じて年金額を改定することとし
ています｡
　平成23年平均の全国消費者物価指数が
平成22年に比べ、マイナス０.３％となっ
たため、平成24年度の年金額は０.３％の
引き下げとなります｡(４月分が支払われ
る６月の支払いから、額が変わります｡)

平成24年６月からお支払いする年金
額が０.３％引き下げられます。

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
開
催

●
日　

時

　

７
月
14
日
(土
)、
15
日
(日
)

　
　
　

21
日
(土
)、
22
日
(日
)

　

８
月
4
日
(土
)、
5
日
(日
)

　
　
　

18
日
(土
)、
19
日
(日
)

　
　
　

25
日
(土
)、
26
日
(日
)

《
全
10
回
予
定
》

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
水
温
が
低
い
日
や
天
気
が
悪
い
日
な
ど

　

プ
ー
ル
を
開
設
で
き
な
い
と
き
、
教
室

　

は
中
止
と
し
ま
す
。
午
前
8
時
30
分
に

　

電
話
連
絡
い
た
し
ま
す
。

※
７
月
14
日
(土
)は
開
講
式
を
午
前
９
時
15

　

分
か
ら
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
て
行
い
ま
す
。

※
8
月
26
日
(日
)は
級
判
定
テ
ス
ト
を
実

　

施
し
、
そ
の
後
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
て

　

閉
講
式
を
行
い
ま
す
。

●
会　

場　

美
原
公
園
水
泳
プ
ー
ル

●
対
象
者　

市
内
の
小
学
１
、
２
、
３
年

　

生
で
泳
げ
な
い
児
童

●
定　

員　

30
名

●
参
加
料　

１
人
１
３
０
０
円
(水
泳
帽
、

　

保
険
加
入
料
な
ど
含
む
)を
受
付
時
に

　

集
め
ま
す
。

●
講　

師　

大
田
原
市
体
育
協
会
水
泳
部
長

　

渡
辺　

和
雄　

ほ
か

●
申
し
込
み　

６
月
28
日
(木
)午
後
７
時

　

か
ら
７
時
15
分
ま
で
に
県
北
体
育
館
研

　

修
室
Ｂ
で
申
し
込
み
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
午
後
7
時
15

　

分
か
ら
抽
選
と
い
た
し
ま
す
。

※
申
込
者
１
名
に
つ
き
、
ひ
と
家
族
の
申

　

し
込
み
と
し
ま
す
。

※
当
日
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
７
月

　

３
日
(火
)ま
で
申
込
期
間
を
延
長
し
、

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

・
受
付
時
間　

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

●
主　

催　

大
田
原
市
教
育
委
員
会

　

大
田
原
市
体
育
協
会

●
そ
の
他　

教
室
開
催
中
は
保
護
者
同
伴

　

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

(児
童
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

　

る
た
め
）

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　

(県
北
体
育
館
内
)

　
　
　

(２
２
)８
０
１
７



平成24年６月15日号 26

お知らせ

市
長
杯
争
奪

ゴ
ル
フ
の
ま
ち
お
お
た
わ
ら

№
１
決
定
戦

育
ジ
イ
講
座
受
講
者
募
集

大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

第
23
回
黒
羽
芭
蕉
の
里

全
国
俳
句
大
会（
席
題
の
部
）

●
主　

催　

大
田
原
市
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
づ

　

く
り
実
行
委
員
会

●
期　

日　

８
月
27
日
(月
)

●
コ
ー
ス　

千
成
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
競
技
方
法

　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー　

ス
ク

　

ラ
ッ
チ
競
技

●
部　

門

　

男
子
の
部
、
女
子
の
部
(年
齢
に
よ
る

　

区
別
な
し
)

●
定　

員　

80
名
(定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
)

●
使
用
テ
ィ
ー　

男
子
バ
ッ
ク
テ
ィ
ー
、

　

女
子
レ
ギ
ュ
ラ
ー
テ
ィ
ー

●
表　

彰　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
〜
10

　

位
、
そ
の
他
飛
賞

●
参
加
費　

・
プ
レ
ー
代　

５
５
０
０
円
(昼
食
代
含
む
)

・
参
加
料 　

２
０
０
０
円
(プ
レ
ー
代
と

　

併
せ
て
当
日
に
支
払
い
）

●
申
込
方
法　

８
月
５
日
（
日
）
ま
で
に
千

　

成
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
へ
直
接
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

千
成
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　
　

(２
８
)１
１
０
０

　
　
　

(２
８
)２
１
２
３

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(２
２
)８
０
１
７

●
日　

時　

11
月
23
日
(金
)(勤
労
感
謝

　

の
日
)午
前
７
時
〜
午
後
３
時
予
定

●
業
務
内
容

　

大
会
運
営
(給
水
・
受
付
・
そ
の
他
)

●
応
募
資
格

・
高
校
性
以
上
で
健
康
な
方

・
10
月
29
日（
月
）、
30
日（
火
）、
31
日（
水
）の

　

い
ず
れ
か
の
業
務
説
明
会
に
出
席
で
き
る
方

●
そ
の
他　

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

　

会
当
日
、
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
・
昼

　

食
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(２
２
)８
０
１
７

●
日　

時

　

６
月
24
日
(日
)午
前
10
時
開
会

●
会　

場

　

ホ
テ
ル
花
月　
　

(５
４
)１
１
０
５

●
作　

品

　

１
句
(大
会
当
日
に
題
を
発
表
)

●
選　

者
(敬
称
略
)

　

黒
田　

杏
子
(く
ろ
だ　

も
も
こ
)

　

高
野
ム
ツ
オ
(た
か
の　

む
つ
お
)

　

西
村　

和
子
(に
し
む
ら　

か
ず
こ
)

　

髙
柳　

克
弘
(た
か
や
な
ぎ　

か
つ
ひ
ろ
)

　

木
島　

松
穹
(き
じ
ま　

し
ょ
う
き
ゅ
う
)

●
表　

彰

　

自
由
題
・
席
題
の
部
の
各
入
賞
者
(推

　

薦
・
特
選
・
秀
逸
)に
選
者
賞
・
主
催

　

者
賞
・
後
援
団
体
賞
な
ど

●
講
演
会

・
講
師　

堀
切　

実 

氏
(早
稲
田
大
学
名

　

誉
教
授
)

・
演
題
「
お
く
の
ほ
そ
道
、
心
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　

―
黒
羽
の
芭
蕉
―
」

●
申
込
方
法

　

大
会
当
日
、
午
前
10
時
ま
で
に
会
場
で

　

申
し
込
み
。

●
参
加
費

　

５
０
０
円
(当
日
受
付
、
昼
食
希
望
者

　

は
別
途
１
０
０
０
円
)

●
主　

催

　

黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会
実
行
委

　

員
会
・
大
田
原
市
・
大
田
原
市
教
育
委

　

員
会

●
後　

援

　

栃
木
県
・
朝
日
新
聞
宇
都
宮
総
局
・
下

　

野
新
聞
社
・
栃
木
県
俳
句
作
家
協
会

※
不
明
な
点
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会
事
務
局

　

(文
化
振
興
課
内
)

　
　
　

(２
３
)８
７
１
８

　
【
育
ジ
イ
】
と
は
、
育
児
(孫
育
て
)に
積

極
的
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
の
こ
と
で
す
。

●
日　

時　

７
月
22
日
(日
)午
前
10
時
〜

　

11
時
30
分

●
場　

所

　

市
総
合
文
化
会
館
第
２
会
議
室

●
内　

容　

　
『
ジ
イ
の
お
ひ
ざ
で
お
は
な
し
会
』

　

家
庭
で
で
き
る
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み

　

聞
か
せ
、
作
品
の
選
び
方
な
ど
を
体
験

　

し
ま
す
。

●
講　

師

　

お
話
会
コ
ア
ラ　

髙
野　

裕
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川　

千
史　

氏

●
参
加
費　

無
料

●
定　

員　

20
名

※
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
も
一
緒
に
受

　

講
で
き
ま
す

●
対
象
者

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方
で
、
お
孫
さ

　

ん
の
育
児
な
ど
に
興
味
の
あ
る
男
性
・

　

女
性
(男
性
優
先
)

●
申
込
方
法

　

６
月
15
日
(金
)〜
７
月
13
日
(金
)に
任

　

意
の
書
式
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

　

｢育
ジ
イ
講
座
受
講
希
望
｣と
明
記
し
、

　

郵
便
、
電
話
、
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル

　

で
左
記
ま
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　
　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　
　
　

(２
３
)８
７
０
１

　
　
　

(２
３
)８
７
４
８

　
　
　

seisakusuishin@
city.ohtaw

ara.

　
　
　

tochigi.jp
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那
須
与
一
伝
承
館

館
内
く
ん
蒸
に
よ
る
休
館

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日（
土
）〜
29
日（
金
）

大
田
原
市
青
少
年
健
全
育
成

市
民
大
会
開
催

県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
受
講
生
募
集

 ８月 25 日(土)　9:00 ～ 12:00
 ９月 ７ 日(金)　9:30 ～ 12:00
 ９月 29 日(土)　9:00 ～ 12:00
10 月 13 日(土)　9:00 ～ 12:00
10 月 27 日(土)　9:30 ～ 12:00
[次のうち１つ以上を選択]
11 月 13 日(火)　9:15 ～ 12:30
11 月 15 日(木)　9:15 ～ 12:30
11 月 17 日(土)　9:00 ～ 15:15
12 月 15 日(土)　9:00 ～ 12:00

１
２
３
４
５

７

開講式、講話
学校見学、実習
講話
講話、実習
講話、実習
[実習]
なとく祭リハーサル
ほほえみマーケットリハーサル
なとく祭
討議、閉会式

№ 日　　時 講座内容

６

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
・
学
校
・
地
域
・

家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮

で
き
る
｢男
女
共
同
参
画
社
会
｣の
実
現
の

た
め
に
は
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
｢男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る

　

と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い
」開
催
】

●
日　

時　

６
月
24
日(

日)

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所

　

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

　

タ
ー(

宇
都
宮
市
野
沢
町
４‐

１)

●
内　

容

　

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
グ
ル
ー
プ
や

　

団
体
な
ど
の
地
域
活
動
の
発
表
、
講
演

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法

　

栃
木
県
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
に
電
話

　

で
申
し
込
み

　
　
　

０
２
８(

６
６
５)

７
７
１
０

【
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
の
募
集
】

　

県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図

る
た
め
、
地
域
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画

の
普
及
啓
発
や
そ
の
他
の
活
動
を
行
う
｢栃

木
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
｣を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
｢男
女
共
同
参
画
社

会
｣の
実
現
の
た
め
、
地
域
で
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
県
民
生
活
部

　

青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　

０
２
８
（
６
２
３
）
３
０
７
４

●
日　

時

　

７
月
７
日(

土)

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場　

所

　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内　

容

○
青
少
年
健
全
育
成
最
優
秀
作
文
、
標
語

　

の
発
表

○
講　

演

・
演
題
「
子
ど
も
た
ち
を
凶
悪
な
犯
罪
か

　

ら
守
る
た
め
に
は
｣

・
講　

師

　

防
犯
ア
ナ
リ
ス
ト　

梅
本　

正
行 

氏

●
主　

催

　

大
田
原
市
・
大
田
原
市
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
２)

５
８
８
４

　

那
須
特
別
支
援
学
校
で
は
、
広
く
地
域

の
方
々
に
本
校
の
教
育
活
動
や
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

将
来
に
わ
た
り
学
校
支
援
を
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

●
対　

象

　

特
別
支
援
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

　

興
味
あ
る
高
校
生
以
上
の
方

●
講
座
内
容

●
定　

員

　

30
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り)

●
場　

所

　

栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

　

(

那
須
塩
原
市
下
永
田
８‐
７)

●
費
用

　

２
８
０
円(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険)

●
申
込
方
法

　

７
月
２
日(

月)

か
ら
13
日(

金)

ま
で
に
、

　

栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校
ま
で
電

　

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

※

電
話
の
受
付
は
午
後
４
時
〜
５
時
。

●
そ
の
他　

・
原
則
７
回
の
講
座
を
受
講
。

・
５
回
受
講
し
た
方
に
修
了
証
を
授
与
し

　

ま
す
。(

た
だ
し
、
第
６
回
の
実
習
は
必

　

修)

・
修
了
証
を
授
与
さ
れ
た
方
で
可
能
な
方

　

は
次
年
度
の
本
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登

　

録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

　
　
　

(

３
６)

４
５
７
０

　
　
　

(

３
７)

５
４
８
８

　

那
須
与
一
伝
承
館
は
、
保
存
す
る
貴
重

な
資
料
を
｢ム
シ
｣や
｢カ
ビ
｣か
ら
守
る
た

め
、
１
年
に
１
度
館
内
の
収
蔵
庫
や
展
示

室
を
く
ん
蒸
消
毒
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
の
期
間
を
休
館
し
ま
す
。

●
休
館
期
間

　

７
月
６
日(

金)

〜
７
月
９
日(

月)

●
休
館
施
設

　

那
須
与
一
伝
承
館
全
館(

与
一
伝
承
館
・

　

竹
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
多
目
的
ホ
ー
ル)

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

(

２
０)

０
２
２
０
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●
日　

時　

７
月
７
日(

土)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
場　

所　

親
園
地
区
公
民
館(

親
園
農

　

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー)

●
内　

容

　

古
代
米
ご
は
ん
、
玉
子
の
コ
コ
ッ
ト
蒸

　

し
、
鮭
の
ホ
イ
ル
蒸
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・

　

ア
ス
パ
ラ
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
添
え
、
即

　

席
三
五
八
漬
け
作
り
と
試
食

●
定　

員　

市
内
在
住
の
親
子
10
組

●
参
加
費　

１
０
０
０
円(

材
料
費)

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
申
込
方
法

　

６
月
29
日(

金)

ま
で
に
農
政
課
へ
電
話

　

で
申
し
込
み
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は

　

抽
選
。

●
主　

催　

大
田
原
市
農
村
生
活
研
究
グ

　

ル
ー
プ
協
議
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

３
階

　

農
政
課
農
政
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
８

　

大
田
原
商
工
会
議
所
で
は
、
新
し
く
事

業
を
始
め
た
い
方
の
た
め
の
創
業
塾(

マ

イ
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
よ
う)

を
開
催
し

ま
す
。

　

主
婦
、
学
生
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
Ｏ
Ｌ

や
開
業
し
て
間
も
な
い
経
営
者
な
ど
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
実
践
の
場
と
し
て
お
試
し
店
舗

も
３
カ
月
間
運
営
で
き
ま
す
。

●
日　

時　

全
６
コ
ー
ス

　

７
月
31
日(

火)

　

８
月
７
日(

火)

、
18
日(

土)

、

　

21
日(

火)

、
25
日(

土)

、
28
日(

火)

　

火
曜
日　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
、

　

土
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※

お
試
し
店
舗
は
10
月
１
日
〜
12
月
31
日

　

ま
で
の
３
カ
月
間
で
す
。

●
場　

所　

大
田
原
商
工
会
議
所
３
階

●
定　

員　

30
名(

先
着
順)

●
参
加
費　

５
０
０
０
円

●
申
し
込
み

　

大
田
原
商
工
会
議
所
へ
直
接
ま
た
は
電

　

話
で
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
商
工
会
議
所

　
　
　

(

２
２)

２
２
７
３

●
融
資
対
象
者

　

県
内
に
１
年
以
上
事
業
所
を
有
し
て
営

　

業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業
お
よ
び
事

　

業
協
同
組
合
な
ど
の
皆
さ
ん

●
資
金
の
使
い
み
ち

　

商
品
仕
入
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
い
な

　

ど
の
季
節
的
な
運
転
資
金

●
融
資
額

・
企　

業　

１
千
万
円
以
内

・
団　

体　

１
億
円
以
内

●
融
資
利
率

　

年
２
・
０
％
以
内

　

た
だ
し
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
付

　

す
る
場
合
、
責
任
共
有
制
度
対
象
外
は

　

年
１
・
５
％
以
内
、
責
任
共
有
制
度
対

　

象
は
１
・
７
％
以
内

●
融
資
期
間

　

６
月
１
日(

金)

〜
11
月
１
日(

木)

●
融
資
の
申
し
込
み
先

　

県
内
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
、
信
用
金

　

庫
お
よ
び
信
用
組
合
の
県
内
営
業
店

●
申
込
期
間

　

７
月
31
日(

火)

ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

県
経
営
支
援
課

　
　
　

０
２
８(

６
２
３)

３
１
８
０

　

(

財)

大
田
原
市
農
業
公
社
で
は
、
平
成

24
年
度
第
１
回
『
与
一
の
郷
ご
こ
ろ
便
』

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

市
内
で
生
産
さ
れ
る
新
鮮
な
農
産
物

を
、
故
郷
の
香
り
と
と
も
に
、
懐
か
し
い

人
や
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
贈
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
受
付
開
始　

６
月
20
日(

水)

か
ら

●
募
集
個
数

　

３
５
０
個(

先
着
順
で
受
け
付
け
、
募

　

集
個
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り)

●
予
定
農
産
物

米(

大
田
原)
、
三
五
八
漬
物
床
、
椎

茸
、
白
美
人
ネ
ギ
、
ニ
ラ
、
ト
マ
ト
、

ナ
ス
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
み
ず
菜
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
味
噌
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

葉
生
姜
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
、
与

一
の
一
口
羊
か
ん
な
ど
15
品
目

※

農
産
物
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
料　

金

　

１
個
５
０
０
０
円(

送
料
込
み)

●
発
送
予
定
日　

７
月
20
日(

金)

●
申
込
方
法

　

市
農
業
公
社
、
市
役
所
、
各
市
施
設
、

　

市
内
の
那
須
野
農
業
協
同
組
合
各
支
店

　

の
窓
口
な
ど
に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次
の
方
法

　

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
現
金
払
い
】
申
込
書
と
と
も
に
大
田
原

　

市
農
業
公
社
へ
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
振
込
払
い
】
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
代
金
は

　

指
定
口
座
へ
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

(

財
）
大
田
原
市
農
業
公
社

　

〒
３
２
４‐

０
０
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１‐

３‐

３

　
　
　

(

２
３)

４
８
３
４

　
　
　

(

２
３)

４
８
５
７

『
与
一
の
郷
ご
こ
ろ
便
』

申
込
受
付

マ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
よ
う
！

「
創
業
塾
」受
講
生
募
集

中
小
企
業
季
節
資
金（
夏
季

資
金
）融
資
利
用
の
お
知
ら
せ

親
子
体
験
教
室
参
加
者
募
集

与一の郷ごころ便イメージ
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家
屋
を
新
築
な
ど
で

取
得
さ
れ
た
方
へ

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
と
山
野
草
展

※
詳
細
は
後
日
参
加
者
に
連
絡
。

●
受
付
開
始　

７
月
２
日(

月)

か
ら

　

(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

(

財)

大
田
原
市
農
業
公
社

　
　
　

(

２
３)

４
８
３
４

　
　
　

(

２
３)

４
８
５
７

　

自
然
か
ら
の
贈
り

も
の
、
見
る
人
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

な
お
、
用
土
・
肥

料
・
潅
水
・
球
根
の
冬

の
管
理
な
ど
栽
培
方
法

に
つ
い
て
産
直
会
会
員

が
お
答
え
し
ま
す
。

●
日　

時

　

７
月
７
日(

土)

〜
８
日(

日)
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場　

所

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ　

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　

(

２
３
）
８
６
４
１

　

与
一
の
郷
山
野
草
会

　
　
　

(

２
４
）
２
０
２
５

　

主
に
平
成
23
年
中
に
、
家
屋
を
新
築
、

増
築
ま
た
は
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方

に
７
月
９
日
付
で
「
不
動
産
取
得
税
納
税

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は

県
税
事
務
所
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
家
屋
が

被
災
し
た
方
や
公
共
事
業
に
協
力
し
た
方

で
、
代
替
家
屋
を
取
得
し
た
方
は
、
減
免

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
納
付
期
限　

７
月
31
日(

火)

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
大
田
原
県
税
事
務
所
課
税
課

　

不
動
産
取
得
税
担
当

　
　
　

(

２
３)

４
１
７
２

（
財
）大
田
原
市
農
業
公
社

農
業
体
験
参
加
者
募
集

７月28日(土)
午後１時～

８月５日(日)
午前９時～

８月５日(日)
午後１時～

枝豆・トウモロ
コシ収穫

ブルーベリー
収穫・ジャム作り

ブルーベリー
収穫・ジャム作り

日　　時 内　　容 体　験　場　所募集
人数

20人

15人

15人

参加
費用

1,000円

1,000円

1,000円

大田原市倉骨・蛭畑

大田原市佐良土
佐良土多目的交流センター

大田原市佐良土
佐良土多目的交流センター

【農業体験日程表】

市税の滞納処分として差し押えた不動産を競争入札で公売（売却）します。

●公売の日時・場所
　７月 10 日（火）午前 10 時～　
　大田原市役所　仮設庁舎Ｂ棟２階会議室

●公売財産の概要
売却
区分

公告
番号 所　　在 地　番／

家屋番号
地目/
種類

地積/
床面積

上段:見積価額
下段:公売保証金

堀之内字外出
堀之内字外出
531番地14

531番14

531番14

宅地

居宅

424.42㎡

124.76㎡
公　告
第46号 １ 5,696,000円

570,000円
一括
公売

備考

不動産公売のお知らせ不動産公売のお知らせ不動産公売のお知らせ

■問い合わせ　　１階　収納対策課徴収対策係　　(２３)８７０３

ウチョウランウチョウラン

●公売の参加条件および注意など
◎どなたでも参加できますが、入札に際し公売保証金、印鑑、運転免許証など本人確
認ができるものが必要です。また、代理で参加する場合には、委任状が必要となり
ます。
◎不動産の概要は、登記簿上の表示であり、入札前にあらかじめ公売財産の現況を確
認し、関係公簿などを閲覧した上で、入札してください。
◎期日までに滞納者が滞納金額を完納した場合、公売は中止となります。
◎入札前に公売の説明を行いますので、公売（入札）開始時刻の 20 分前にご来場くだ
さい。
◎公売不動産の境界確認が必要な場合は、買受人が行ってください。
◎落札した不動産について、現地引渡しは大田原市では行いません。
※ご不明な点は、下記までご連絡ください。
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天文館・図書館

◆日時　７月15日(日)　午後０時30分～２時30分
◆場所　ふれあいの丘天文館
◆内容　日中、木星が月に隠されるめずらしい現象
　を望遠鏡で観望します。
　(雨天曇天時は中止｡当日は電話で確認を｡)
◆対象　中学生以上(中学生は保護者同伴)
◆定員　 10名
◆参加費　中学生１名100円、大人１名300円
　(入館料として)
◆申込方法　６月21日(木)から、電話または直接ふ
　れあいの丘天文館までお申し込みください。
◆受付時間　午前９時～午後９時

　自分の誕生日の星座を、実際の星空で見ながら宇
宙への思いをはせてみてはいかがでしょうか。
☆誕生日の星座とは
　太陽は、地球から見かけ上、１年かけて星座の中
を動いているように見えます。この通り道を｢黄道
(こうどう)｣といいます。この黄道にある星座12個を
「黄道12星座｣といい、古くから誕生星座などとして
星占いなどに使われてきました。実際の星座の大き
さには大小がありますが、星占い上では、黄道を12

等分して、当時春分点があったおひつじ座を起点に、
おうし座、ふたご座、かに座、しし座、おとめ座、
てんびん座、さそり座、いて座、やぎ座、みずがめ
座、うお座となっています｡(占星術では星座のかわ
りに｢宮(きゅう)｣でよんでいます。)
　これらの星座は、もともと、その人が生まれた時
に太陽が位置していた星座です。つまり、昼間に空
に昇っていて、太陽の光にかき消され、見ることが
できません。
　現在では、地球の自転軸がほんの少しずつ位置を
変えていく｢歳差(さいさ)運動｣により、これらの星
座と、実際に太陽の方向に位置する星座とは、黄道
12星座の中で、ほぼ西に１つずつずれています｡(現
在の春分点はうお座にあります。)
☆自分の誕生日の星座を見るには
・目安として誕生日の約４ヵ月前、夜９時頃の南の
　空を見てみましょう。
・星座によっては、南の低い位置にあったり、暗い
　星ばかりのものもあります。できるだけ空の暗い
　場所で見るようにしましょう。
※星座の星の並びを知りたい方は、当館のホーム
　ページ内｢はじめて星を見る」をご参照ください。
　なお、ご参考までに「誕生日の星空｣は、生まれた
　日とほぼ同じ姿で見ることができます。

ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより

★天文現象観望会『木星食を見よう』★天文現象観望会『木星食を見よう』

★自分の誕生星座を見よう！★自分の誕生星座を見よう！

■申し込み・問い合わせ
　ふれあいの丘天文館　　　(２８)３２５４
　　　 http://www.fureai-tenmonkan.jp/　

●日　時　７月１日(日)､15日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作 など

ピノキオおはなし会

●日　時　７月14日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙芝居･工作 など

●日　時　７月８日(日)　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい など

子どものつどい

●日　時　７月28日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館２階　視聴覚室
●参加費　無料
●講　師　小林  秀治  先生(おはなし冒険団)
●定　員　30名(児童・一般（小学校中学年以下は保護者同伴)）
●持ち物　はさみ・45ℓのビニール袋
●申し込み　大田原図書館へ電話または直接申し込み

「バルーンアート教室」

16,755人(598人)

3,166人(113人)

6,837人(244人)

1,407人(  50人) 5,718冊

5,636点

1,278点

79点

入 館 者(1日平均) 個人貸出利用者数(1日平均)

28,361冊
本 CD･ビデオ
貸 出 点 数種 別

施設区分
大田原
黒　羽

940人(  34人) 138人(    5人) 406冊湯津上

５
月
の
統
計

開館  平　日  9:30～19:30
時間  土日祝  9:30～17:30(23)4560

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

★黒羽図書館★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

７月の図書館カレンダー７月の図書館カレンダー 休館日休館日
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＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　事前に図書館カウンターでパスワードの登録申請をしてください。
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

(59)0855
開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

コアラおはなし会

●日　時　７月21日(土)　午前10時～11時30分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●講　師　小野  純子  先生
●対　象　小学生以上
　　　　　(保護者同伴の場合、未就学児でも可)
●定　員　30名
●参加費　無料
●持ち物　はさみ、のり
●申し込み　黒羽図書館カウンターまたは電話で
　申し込みください。

「わくわく折り紙教室･折り紙で昆虫採集」
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伝承館・彫刻周遊

　この作品は、那須野が原ハーモニーホールの南
東側にある芝生の広場に設置されている作品です。
　細長く四角い棒状にした粘土を「へ」の字型に曲
げたような形をしています。作品の側面を見てみ
ると、何本ものまっすぐな線が引いてあり、まるで

薄い石をいく
つ も 重 ね て
作った作品で
あるかのように
見ることもでき
ます。
　作者は次の
ようにコメント
を残していま
す。「石に力を
加えると、石は
曲がらずに割
れるというのが

私たちの共通認
識です。しかし、隆
起をくりかえした
断層の岩盤にみ
られるように、数
億年の時間と数
百万トンの圧力を
かければ、どうも
曲がるようです。」どうやら作者は、短時間で曲がる
はずのない岩盤や地層といったものをシンポジウ
ムの期間中に曲げようとしたようです。
　作者は東京都生れの原透氏。東京造形大学を卒

業後、国展にて新海賞、
新人賞などを受賞。その
後国内のシンポジウム
に多数参加し、1998 年
にはポーランド、1999
年にはスロベニアの展
覧会に参加して、那須野
が原国際彫刻シンポジ
ウムに参加しました。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

35

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８原　透 日本 2002年

時間軸　Ｖ-７

原　透  氏原　透  氏

那須野が原ハーモニーホール

第１
駐車場

第２駐車場
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大
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★
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ハーモニーホール
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日時・会場 ８月25日(土)/大ホール

大人 1,300円(友の会 1,200円)
小・中学生    500円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後２時  公開クリニック
午後３時  コンサート

※入場は就学児以上とさせていただきます。
※友の会招待事業(100席・要予約)

【共演】 西那須野中学校ブラスバンド部

ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブルブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル

日時・会場

９月23日(日)
午後２時開演／大ホール

一般  1,000円(友の会  900円)
学生     500円(大学生以下)

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

日時・会場 10月６日(土)
午後２時開演／交流ホール

※入場は就学児以上とさせていただきます。

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

友の会優先電話予約  　　７月５日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ７月７日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ７月９日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

友の会優先電話予約  　　６月21日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ６月23日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ６月25日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●クラシック・サマーシリーズ⑬ 
　那須フィルハーモニー管弦楽団　名曲コンサート
●クラシック・サマーシリーズ⑬
　那須フィルハーモニー管弦楽団　名曲コンサート

 一般  500円
小・中学生無料

※入場は就学児以上とさせて
    いただきます。
【出演】指　揮：大井剛史
　　  　ピアノ：仲道祐子
【演奏予定曲目】
♪ベートーヴェン
　交響曲第 5番  ハ短調  作品 67｢運命」
　※那須野が原少年少女合唱団との共演
♪ヨハン・シュトラウスⅡ世
　トリッチ・トラッチ・ポルカ  作品 214
♪佐藤　眞
　児童合唱、混声合唱及び管弦楽のための組曲
　　｢美しい星に｣から第４曲｢粉雪けって」
♪フンパーディンク
　歌劇｢ヘンゼルとグレーテル」から｢夕べの祈り」
♪ヨハン・シュトラウスⅡ世
　ワルツ｢美しき青きドナウ」作品 314
♪ガーシュウィン
　ラプソディ・イン・ブルー

●ふるさとの音楽家シリーズvol.２
　邦楽のひととき・箏の調べ
●ふるさとの音楽家シリーズvol.２
　邦楽のひととき・箏の調べ

【演奏予定曲目】
♪宮城道雄：桜変奏曲   
♪沢井忠夫：千鳥幻想
♪成田為三：浜辺の歌   
♪シューマン：トロイメライ ほか　　　

●クラシック・サマーシリーズ⑧
　宮川彬良＆アンサンブル・ベガ
●クラシック・サマーシリーズ⑧
　宮川彬良＆アンサンブル・ベガ

日時・会場 ８月12日(日)

3,000円(友の会 2,700円)
学生 1,500円(大学生以下)

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後３時開演／大ホール

【演奏予定曲目】
♪宮川彬良＝Ｆ．デーレ：『すみれの花咲く部屋』
♪ヒビキ・トシヤ詞/宮川彬良曲：組曲『少年の時計』 ほか

※入場は就学児以上とさせていただきます。
【共演】 那須野が原少年少女合唱団

日時・会場 ８月25日(土)/大ホール

大人 1,300円(友の会 1,200円)
小・中学生    500円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後２時  公開クリニック
午後３時  コンサート

※入場は就学児
　以上とさせて
　いただきます。
※友の会招待事業
(100席・要予約)

●クラシック・サマーシリーズ⑩
　ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル
●クラシック・サマーシリーズ⑩
　ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル

【共演】 西那須野中学校ブラスバンド部

ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブルブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル

日時・会場 ７月８日(日)/大ホール

※入場は就学児以上とさせていただきます。

午後３時開演
チ ケ ッ ト
全 席 自 由

●那須野が原フラダンス＆タヒチアンショー
　～メレフラ＆エコモマイコンサート～
●那須野が原フラダンス＆タヒチアンショー
　～メレフラ＆エコモマイコンサート～

一般 1,500円(友の会  1,400円)
学生 1,000円(大学生以下)

●出　  演　エコモマイ、ハラウ オ カ マヌ フラレア
【地元出演】エレガントフラ・ハラウ・オ・フジヌマ

鈴木恭子鈴木恭子

仲道祐子仲道祐子

宮川彬良＆アンサンブル・ベガ宮川彬良＆アンサンブル・ベガ ○ OFFICE  VEGAＣ○ OFFICE  VEGAＣ

チケット好評発売中チケット好評発売中



庁舎配置
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旧本
庁舎

議
会
棟

南
別
館

旧本
庁舎

市総合文化会館

東別館東別館東別館

仮設庁舎A棟

仮設庁舎B棟

市総合文化会館

大田原地域職業
訓練センター
大田原地域職業
訓練センター

議
会
棟

南
別
館

大田原体育館大田原体育館

仮設庁舎A棟
仮設庁舎A棟

仮設庁舎B棟
仮設庁舎B棟

ATM
ATM

本庁舎別棟
▶２階
◎財政課
　　 (23)8797

◎下水道課    　　 (23)8712
◎水道課    　　 　(23)8713

職業訓練センター

▶２階
◎検査課
     　(23)8189

南別館

議会棟
▶１階
◎議事課
　　 (23)8714

▶３階
◎農政課
　　 (23)8708
◎農林整備課
　　 (23)8126
▶２階
◎商工観光課
　　 (23)8709
▶１階
◎文化振興課
　(文化会館係)
　　 (22)4148
◎農業委員会
　 　(23)8716
◎農業公社
　　 (23)4834

総合文化会館

仮設庁舎Ｂ棟東別館

　　出入口
　

仮設庁舎Ａ棟
▶２階
◎危機管理課　 　　(23)1115
▶１階
◎健康政策課 　　　(23)8704
◎福祉課 　　　　　(23)8707
◎子ども幸福課 　　(23)8932　　　
◎高齢者幸福課　　 (23)8740

▶２階
◎政策推進課 　　     (23)8701
◎総務課　                     (23)1111
◎情報政策課                (23)8766    
▶１階
◎国保年金課　 　　(23)8792 
◎市民課                          (23)8705 
◎生活環境課 　　　(23)8706
◎会計課                          (23)8722                            

▶２階
◎道路建設課　　　 (23)8710
◎道路維持課　　 　(23)8717
◎都市計画課　　 　(23)8711
◎まちづくり推進課            (23)1916
▶１階
◎税務課　 　　　　(23)8785 
◎収納対策課                (23)8639    
◎建築住宅課　　　 (23)8724
◎建築指導課　 　　(23)1178

「安心・しあわせ館」 「政策・せいかつ館」 「税・まちづくり館」

大田原市役所配置図大田原市役所配置図

◎教育総務課 　　(98)7111
◎学校教育課 　　(98)7114
◎生涯学習課 　　(98)7115
◎中央公民館 　　(98)7080
◎選挙管理委員会 　(98)3767

◎湯津上支所総合窓口課 　 (98)2111
湯津上庁舎

◎大田原西地区公民館
　 　 (23)8719

勤労者総合福祉センター

両郷出張所
◎総合窓口課　　(59)0111

◎黒羽支所総合窓口課 　　(54)1111
黒羽庁舎

須賀川出張所
◎総合窓口課　　(57)0111



５月16日　大野放牧場　入牧
（湯津上　大野放牧場）

牛の育成を促進するため、大野放牧場に入
牧が予定されている牛80頭のうち、66頭が
入牧しました。牛たちは広大な牧草地を気
持ちよさそうに駆け回りました。収牧が予
定されている11月初旬までに、体重をおよ
そ200kg増やします。

５月11日　家庭緑化用記念苗木配布会
（大田原市ふれあいの丘）　

春の緑化運動の一環として、とちぎ環境・
みどり推進機構から提供されたツリバナと、
市が栽培を普及推進しているブルーベリー
の苗木500セットの配布が行われました。
当日は、さわやかな晴天となり、多くの方
々が来場しました。小さな子どもたちは、
苗木を嬉しそうに抱えて持ち帰りました。
大切に育ててくださいね。

第16回ふれあい
          こどもまつり

第16回ふれあい
          こどもまつり

５月５日(こどもの日)に、ふれあいの丘でふれあいこどもまつり
が開催されました。子どもたちが参加して楽しめるイベントが数
多く催され、子どもたちの笑顔があふれました。

スナッグゴルフスナッグゴルフ

昆虫とふれあおう昆虫とふれあおう

マスのつかみどりマスのつかみどり 金魚を上手にすくえたかな金魚を上手にすくえたかな天文館イベント天文館イベント

平成24年６月15日号 34

情報政策課

『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は
情報政策課広報広聴係　   （２３）８７００までご連絡ください。
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